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ま え が き 

 

                        久留米工業高等専門学校長 三 川 譲 二 

 

久留米工業高等専門学校外部評価委員会は、前身の「自己点検・評価協力者会議」（平成４年度設置）、

「外部評価協力者会議」（平成１４年度設置）の後を受けて、平成１８年度から現在の形となり、活動を継

続しております。そして、これまで、外部評価委員の皆様から本校の教育・研究、学校運営に関して様々

でかつ貴重なご指摘やご意見を賜り、その都度、それらを学校運営の改善に役立たせていただいて参りま

した。 
 令和元年度の外部評価委員会では、黒木企画主事より前年度の指摘事項に関する本校の取組について報

告させていただいた後、令和 2 年度に受審予定の機関別認証評価の評価項目毎の取組状況について、各担

当者から説明を行います。 
 私どもがもつ教育の公共性・社会性に鑑みますと、外部の有識者の皆様からのご指摘やご意見に謙虚に

耳を傾けることは至極当然のことであり、かつ、学校運営上においても欠くことができないことでありま

す。また、今回の外部評価委員会においていただいた芳しいご評価についてはそれを励みとし、問題点の

ご指摘についてはそれを真摯に受け止め、いずれをも本校の学校運営と教育・研究の継続的な改善に役立

たせていただく所存であります。 
また、本外部評価委員会報告書は、外部に公開し、本校の学校運営の透明性を担保するという課題にも

応えて参りたいと存じております。 
外部評価委員の皆様におかれましては、久留米高専の教育・研究、学校運営について、引き続き忌憚の

ないご指摘・ご意見を賜ることができれば幸いです。 
 結びに、ご多用中のところ、令和元年度外部評価委員会にご臨席賜りました外部評価委員の皆様には厚

く御礼申し上げます。とりわけ、外部評価委委員長として議事進行とご講評の取りまとめ等の労をお取り

下さいました九州大学大学院工学院長久枝良雄先生には深く感謝申し上げます。 
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久留米工業高等専門学校外部評価委員会委員名簿 

 

             令和元年１２月 現在 

（敬称略） 

氏    名 所           属 職         名 

 久 枝 良 雄 九州大学  大学院工学研究院長 

中 島 英 治 九州大学   大学院総合理工学研究院長 

永 田 見 生 久留米大学  学   長 

今 泉 勝 己  久留米工業大学 学   長 

坂 本   満 産業技術総合研究所 上席イノベーションコーディネータ 

中 島 年 隆 久留米市 副 市 長 

入 江 智 祐 （株）ブリヂストン 

 

九州生産本部長兼工場長 

 

中 川 修 三 大電（株） 総務部長 

西 田 正 典 久留米市中学校長会 会長（市立諏訪中学校長） 

平 田 敬一郎 （株）久留米リサーチ・パーク 

 

常務務取締役 
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令和元年度外部評価委員会出席者一覧 

                                   （敬称略） 

 
外部評価委員 
委員長  久 枝 良 雄 九州大学大学院工学研究院長 
委 員  中 島 英 治   九州大学大学院総合理工学研究院長 
委 員  荒 井   功   久留米大学副学長 
               （永田見生 久留米大学長代理） 
委 員  今 泉 勝 己 久留米工業大学長 
委 員  坂 本   満   国立研究開発法人産業技術総合研究所上席ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ 
委 員  中 島 年 隆    久留米市副市長 
委 員  冨 澤   章 株式会社ブリヂストン久留米工場九州生産本部総務部長 
               （入江智祐 九州生産本部長兼九州工場長代理） 
委 員  平 田 敬一郎 株式会社久留米リサーチ・パーク 常務取締役  

 
以上  ８名  

 
学校側参加者 
 校  長                    三 川 譲 二 
 教務主事・副校長                江 﨑 昇 二 
 専攻科主事・副校長               奥 山 哲 也 
学生主事・校長補佐               田 中   大 
寮務主事・校長補佐    中 嶌 裕 之 
企画主事・校長補佐    黒 木 祥 光 

 機械工学科長                  石 丸 良 平 
電気電子工学科長                越 地 尚 宏 
制御情報工学科長    小 田 幹 雄 

 生物応用化学科長                栫   隆 彦 
 材料システム工学科長             川 上 雄 士 
一般科目（文科系）学科長            安 部 規 子 

 一般科目（理科系）学科長            酒 井 道 宏 
図書館長                   冨 岡 寛 治 

 総合情報センター長              加 藤 直 孝 
 産学民連携テクノセンター長・校長特別補佐   中 武 靖 仁 
学生相談室長                  福 田 かおる 
キャリア支援室長                池 田   隆 
事務部長                    寺 田 浩 一 
総務課長                    世 利 政 則 

 学生課長                    前 田 俊 哉 
 
以上  ２１名  
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久留米工業高等専門学校外部評価委員会規程 
 

                      （平成１６年７月２３日制定） 
                                                     
 （設置）  
第１条 久留米工業高等専門学校（以下「本校」という。）に学外の有識者による外部評価委員会（以

下「委員会」という。）を設置する。 
 （目的） 
第２条 委員会は、校長が付託する事項について検証、評価を行ない、本校の教育・研究の改善に資

するため、提言を行なうことを目的とする。 
 （組織）  
第３条 委員会は、本校の振興発展に関心と理解のある学外有識者のうちから、校長が委嘱した委員

をもって組織する。  
２ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。なお、委員の職にある者が任期中、転退職した場合、

後任者が引き継ぐものとする。この場合、委員の任期は前任者の残任期間とする。 
 （委員長）  
第４条 委員会に委員長を置き、校長が委嘱する。  
２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。  
 （報告）  
第５条 委員会は、第２条の検証、評価が終了したときは、評価の結果を校長に報告するものとする。  
 （事務）  
第６条 委員会の事務は、総務課総務課長補佐（総務担当）において処理する。  
      附 則  
 この規程は、平成１６年７月２３日から施行する。  

附 則  
 この規程は、平成１８年６月１日から施行する。 

附 則  
 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 
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令和元年度外部評価委員会日程 

 
 
日 時  令和元年１２月１３日（金） １３：２０～１６：００ 
場 所  久留米工業高等専門学校 大会議室 
 
 
13：20  開 会 
 
13：20  開会の挨拶 
 
13：25  委員の紹介及び進行スケジュールの説明 

 
13：33  議長選出 
 
13：35  議 題 

（１）「前年度の指摘事項について」（企画主事） 
                            
（２）「令和２年度に実施する高等専門学校機関別認証評価について」（企画主事） 

  
    14：25  休 憩 
 
    14：40  全体質疑 
 
    15：10  講評まとめ 
 
    15：40  講 評 

  
    15：55  閉会の挨拶 
 
    16：00  閉 会 
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開 会 挨 拶 
 
三川校長：外部評価委員の皆様におかれましては、ご多用中のところ、ご出席を賜り、厚く御礼申し上

げます。 
   私どもが所属しております国立高等専門学校機構におきましては、今年度より第４期の中期目標・

中期計画の期間に入りました。その中において、高専教育の高度化と国際化を２つの柱として掲げ、

運営を進めているところであります。 
   外部評価委員会委員の皆様には、毎年度、本委員会を通じて貴重なご指摘、ご評価を賜っておりま

す。このことについて、非常に有り難く存じております。皆様のご指摘、ご評価を本校の学校運営に

生かしてまいりたいと考えているところでございます。 
   本日は、前年度の指摘事項についての改善報告に加えまして、来年度に久留米高専が受審すべく準

備を進めております機関別認証評価について、予め皆様からのご指摘を賜ることが出来ればと考えて

おります。 
それでは、限られた時間ではございますが、外部評価委員会委員の皆様から忌憚のないご指摘とご

評価を賜ればと存じす。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 

委 員 紹 介 
 
世利総務課長から外部評価委員の紹介が行われた。 

 

スケジュール説明及び資料確認 
 

世利総務課長から本日の外部評価委員会のスケジュールの説明と配付資料の確認が行われた。 
 

議 長 選 出 
久留米工業高等専門学校外部評価委員会規程第４条第２項の規定に基づき、

外部評価委員会委員長である久枝九州大学大学院工学研究院長が議長に選出さ

れた。 
 
 

議   事 
   

（１）前年度の指摘事項について 
 
久枝委員長：議長を仰せつかりました九州大学大学院工学研究院長の久枝でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。早速、議事進行を務めてまいりますので、ご協力のほどよろしくお願い

いたします。それでは、日程表に沿って議事を進めさせていただきます。まず、議題の１「前年

度の指摘事項について」ということで、黒木企画主事からご説明のほど、お願いいたします。 
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（黒木企画主事から、資料「前年度の指摘事項について」（Ｐ２１～Ｐ４３）に基づき説明） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【質疑応答】 

 
久枝委員長：どうも有り難うございました。何かご意見、ご質問等はございませんでしょうか。 
久枝委員長：委員の方々より特にございませんようでしたら、私の方からで恐縮ですが質問いたしま

す。女子学生獲得に関する取組について、久留米高専では実績が上がっており羨ましく思ってお

ります。九州大学工学部でも様々な取組を行っているにも関わらず、女子学生比率がなかなか上

がらずに苦労しています。そこで質問なのですが、ご説明の中で「キラキラ高専ガールになろ

う！」という取組がありましたが、これは久留米高専で独自に行っているものでしょうか。ある

いは高専全体でされていることでしょうか。女子学生獲得については、イメージも大事だと考え

ています。 
江﨑教務主事：これは、高専機構が作成したパンフレットで、全高専に配付されており、久留米高専

においては、学校説明会や中学校訪問時などにおいて配付する形で広報に使用しているものです。

実際にそれが功を奏しているかについての定量的な計測が出来ている訳ではありませんが、地道

に続けていることが、女子学生の獲得実績に繋がっている可能性はあります。 
久枝委員長：中学校への訪問時は、学生全員に配付されているのですか。また、中学校毎に何部ずつ

配られていますでしょうか。 
江﨑教務主事：学生全員にではなく、１つの中学校に数枚程度を持参し、教室などに掲示してもらっ

ております。持参する数は、そんなに多くありません。 
三川校長：本件について補足いたしますと、高専機構全体で見たときには、女子中学生のみを集めて

イベントなどを行う高専もあるのですが、久留米ではそのような取組は行っておりません。また、

九州沖縄地区におきましては、今年９月に高専女子フォーラムというものを開催いたしまして、

女子学生の研究や課外活動などをパネル発表するような場を設けたりする取組を行っておりま

す。 
そういった取組に参加はしておりますが、久留米高専として、特段の女子中学生向けの取組を

行った、というわけではございません。結果として女子入学生増加があった、という状況でござ

います。 
久枝委員長：少子化社会により学生数が減少する中で、男子学生のみではなく、女子学生の確保とい

うものは重要な事と考えております。この取組については、大学でも参考にさせていただきたい

と思います。有り難うございました。 
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委員の方々より、何か他にご意見はございませんでしょうか。 
荒井委員：グローバル人材育成教育プログ

ラムについてご報告いただいたので

すが、大学でもよく言われますのが、

プログラムの成果や効果の検証とな

るわけですが、その点について、久留

米高専ではいかがでしょうか。 
また、ＰＤＣＡサイクルについては、

自己点検評価点検書の項目のみに基づ

くのか、それ以外に久留米高専としての中長期的な観点での計画もされているのか、併せてお伺

いします。 
 

黒木主事：まず一点目の成果や効果の検証について、でございますが、実際には定量的計測は出来て

おりません。しかしながら、募集要項には参加前と参加後の TOEIC 点数について学生に報告す

るように提示しておりますので、そういった点において、ある程度の効果計測が可能だと考えて

おります。 
   また、傾向としましては、一度海外に行った学生は、次もまた行きたいと考える者が多く、グ

ローバルマインドの醸成という面において、効果が高いと考えております。 
   また、ＰＤＣＡサイクルについてですが、企画委員会という委員会は、校長を始めとする５主

事、学科長なども参加している委員会であり、年度毎に、学校全体で何をしていくのかを決める

委員会となります。また、基本的には高専機構より年度計画が提示されておりますので、それに

も対応していくこととなります。加えて、前年度からの持ち越し案件もございます。そういった

点において、ある程度の中長期的な観点も含まれると考えております。 
荒井委員：一点目については、学生の取組姿勢の変化や、語学力の向上を見られている、ということ

でしょうか。 
黒木主事：はい、そのとおりです。 
奥山主事：補足いたしますと、グローバル人材育成教育プログラムは本科よりも専攻科で先に取り組

んでおりまして、報告書を学生に書かせており、どのような効果があったかを記載させていると

ころです。 
   その中で、黒木主事からもご報告ありましたとおり、学生本人の海外に対する考え方の変化や、

TOEIC の点数が 400 点台だった学生が 500 点台になる、また、TOEIC 受験の回数が増える、

といった変化が見られております。 
今泉委員：グローバル人材育成教育プログラムについてですが、単位互換などは想定しておられるの

でしょうか。また、期間についてはどのくらいで行われているのでしょうか。 
黒木主事：まず、期間としましては、実質一週間程度です。どちらかというと、海外渡航のきっかけ

を与えるような形で行っております。また、JASSO 協定校派遣については、本年度初めて申請

しましたが、来年度以降の申請については 1 ヶ月未満では申請が出来なくなるため、期間延長を

検討する必要があり、その際に単位互換も合わせて検討の必要があると個人的には考えておりま

す。 
三川校長：単位互換については、学校としましては現状では検討段階にございません。しかしながら、

先日行いましたタイへの本校学生派遣においては、先方学校より研修修了証のようなものを学生

個人に対していただいております。逆の場合も同様に、海外からの学生を受け入れた場合には、

本校から研修修了証を渡しております。単位互換までは至っておりませんが、そのような状況で

ございます。 
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また、タイのキングモンクット工科大学とは協定を結んでおり、本校専攻科２年生で登録し、

先方の修士課程で 1 年学ぶとマスターが取れるようなものとなっております。これは単位互換に

近いものとなります。 
   なお、別の補足ですが、昨年度の外部評価委員会において、自己評価点検書における項目が多

すぎるが、重点的な取組は行われていないのか、というご指摘をいただいていたかと思いますが、

実際には年度当初に校長が「学校運営の課題と基本方針」を作成し、運営委員会において審議の

うえ重点的に対応しており、400 項目以上の全てについて等しく対応しているという訳ではござ

いません。 
久枝委員長：本件について、まだまだ質疑があるかと思いますが、後ほどの全体質疑の時間にて再度

お伺いする事といたします。 
 
（２）令和２年度に実施する高等専門学校機関別認証評価について 

 
久枝委員長：それでは、続きまして、議題２でございますが、「令和２年度に実施する高等専門学校

機関別認証評価について」ということで、黒木主事からご説明をお願いいたします。 
（黒木企画主事 外各担当者から、資料「令和２年度に実施する高等専門学校機関別認証評価について」 
（Ｐ４４～Ｐ１２３）に基づき説明） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【質疑応答】 
久枝委員長：どうも有り難うございました。本来はこのまま質疑応答となりますが、スケジュールが

押しておりますので、10 分間の休憩時間を挟んだ後、再度質疑応答を始めさせていただきたいと

思います。 
 
（10 分間の休憩後、再開した） 
 
久枝委員長：それでは時間となりましたので、再開させていただきたいと思います。先ほどの議題２

について、ご質問等ございましたらお願いいたします。 
坂本委員：様々なポリシーに合った学生を募集することや、カリキュラムの作り方などにも関わって

くると思われますが、より全国的な企業のニーズとマッチングした学生を輩出していくことも大事

かと思います。そこで、例えば久留米高専 OB となって 5 年や 10 年が経過し、企業の中堅となっ

た方からアンケートを取られたりはされていますでしょうか。 
黒木主事：まさにおっしゃるとおりですが、体系的に本校委員会でそういったアンケートを取る、と

いうことが難しく、十分な対応出来ているという訳ではありませんが、現在、各専門学科での取組



- 12 - 
 

について確認をしている状況でございますので、実際の機関別認証評価ではそれを提出する予定で

ございます。 
久枝委員長：今の質問と関連するのですが、久留米高専では選択的評価事項において、地域貢献とい

う事で選択されていますけれども、昨年度の外部評価委員会の中で、高専からの卒業生がどのくら

い地域に就職しているのか、また高専の役割としては地域への就職率を上げていくべきではないか、

という意見があったかと思います。 
回答では、３割程度が地域への就職であったかと認識していますが、これは個人的には地域に非

常に貢献していると思いますが、ここは機関別認証評価の項目において、強みとして説明する必要

はないのでしょうか。 
黒木主事：地域への就職という観点でお答えしますと、本校の技術振興会でありますテクノネット久

留米の会員企業様には、本校において企業説明会を開いていただき、学生に地域の企業を知って貰

うという取組を行っており、そこから実際に就職に繋がったという事例はございます。しかし、認

証評価項目としては入っておりませんので、特段の説明は考えておりません。 
冨澤委員：学生からのニーズの把握とい

う部分ですが、学生からのニーズ把握

のための実施項目が三つ書かれてお

りますが、ここはもう少し具体的なア

クションまで踏み込んで、詳細に書く

べきかと思います。実際にはどのよう

な事を行われているのでしょうか。 
三川校長：小森野トーク with プレジデ

ントですが、昨年度より実施しており

まして、今年度 2 回目となります。各クラスの級長、学生会、寮生会の各代表者と校長が参加し、

学校側の記録者として学生課職員にも参加してもらっております。事前に要望等を用意してもらい、

その場で答えていくような形にしております。これについて、学生側と学校側の双方で議事録を確

認した上で、クラスにフィードバックすることとしています。また、その中でも学校運営上、重要

なものについては、校長から担当教員や事務に対応依頼を行っています。 
  意見箱については、本校ウェブサイト上に設置しており、保護者の方からが多いのですが投書が

あり、それに答えるような形で対応しております。このように、学校として対応している状況でご

ざいます。 
 
（ここで、黒木企画主事より機関別認証評価の自己評価書の構成について、資料「高等専門学校機関

別認証評価(自己評価書)様式」を基に具体的な回答作成手順について説明が行われた） 
 
田中主事：学生会と学生主事室による毎月の合同会議につきましては、各行事などの要望等について

確認し、学校として対応する作業を行っております。 
今泉委員：基準１の就職・進学先関係者からのアンケート回答という部分については、どのくらいの

回答があれば、学校として満足する回答率であるとお考えでしょうか。 
池田室長：なかなか実際には回収が難しいところで、回答数の増加対応に苦慮している所です。 
江﨑主事：卒業時点に学生にアンケートを取ることは容易です。しかしながら、就職後の学生と企業

担当者からのアンケートについては、実施タイミングは学科の判断にお任せしていますが、回収率

という面では、基準がないので回答が難しいです。 
三川校長：現状として５％程度の回答率と記憶しております。決して高くはないと感じています。 
今泉委員：教員の構成ですが、例えば学生が急に増えたからといっても、そう簡単に教員を増やすこ
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とは難しいと考えますが、非常勤の教員を増やすことは比較的自由に出来るのか、あるいは予算的

に縛られているのか、お伺いしたいのですが。 
三川校長：非常勤教員の採用も含めて予算的に非常に難しいところです。高専機構においても配分の

基準がございますので総額でやりくりすることが難しいと感じています。また、他方では設置基準

もございます。専門学科は最低７名以上、一般学科は１１名以上で本校では文科・理科合わせて二

学科により、２２名以上、という基準となっております。現状では各学科１０名程度に調整してい

ますが、それより下げることは現実として難しく、給与ベースの配分などを含めて機構本部と調整

しているところでございます。 
今泉委員：私学の場合は、１．３倍近くまで学生の定員オーバーが、認められない訳ではないが、高

専では定員オーバーはどこまで認められているのか。 
三川校長：本科については、設置基準を常に意識しているため定員の１．０倍に近い数字で推移して

います。但し、専攻科については設置基準がありませんので、募集定員に対して２倍程度までは受

け入れているのが現状でございます。 
久枝委員長：今の質問の件ですが、専攻科の場合は２倍になっても収容定員やスペース等の関係で問

題はないのでしょうか。基準がないとはいえ、物理的に学生が入れるのか気になります。 
奥山主事：全国の高専どこでも、やはり２倍までが目安のようです。その一つの理由としましては、

特例適用専攻科の場合については、学習総まとめ科目を指導する教員数が限られており、教員一人

当たり学生３名くらいまでが限度となり、そうすると募集定員の２倍が限度と考えられるためです。 
久枝委員長：２倍を超えた場合、ペナルティはあるのでしょうか。 
三川校長：本校専攻科の場合については、全国でも例がないほど高い進学率となっております。これ

は、久枝先生にもご尽力いただいておりますが、九州大学への進学が出来ることが大きな影響があ

ると考えております。そういったなかで、他の高専では、ここまで進学率が高いところはないのが

実情であります。 
久枝委員長：大学においては学部定員が厳しく制限されておりまして、制限を超えた場合などに、学

部だけでなく、大学全体で概算要求ができなくなるほど定員管理が厳しいのですが、大学院につい

てはオーバーする部分についてはあまり問題がない、という状況です。参考になりました。 
三川校長：高専の場合は、定員割れが厳しく指摘されますが、本校の本科の場合は今のところ定員割

れは起きておりません。専攻科については、各高専により状況がバラバラであり、定員割れがある

高専や、本校のように２倍以上の志願倍率があるところもございます。 
久枝委員長：これに関連して、教員の数ですが、基準２において教員の女性比率が示されております

が、若手の４０歳未満の割合については２０％程度となっています。文科省では現在３０％程度を

大学に要求しておりますが、これについて高専については特に文科省から要望などはないのでしょ

うか。 
三川校長：本来としましては、定年退職の教員が出た後に若い教員を採用するというサイクルが理想

なのですが、どのような分野に強い先生に来ていただくか、経歴はどうか、などを考慮した場合、

なかなか適任者を探すことが難しいこと、それと専門分野においては若い教員からの応募が少ない

ため、適切な人材を確保することが厳しくなることなどが挙げられます。 
中島（英）委員：認証評価項目４－２－④ 外部の教育・研究資源の活用における、九州大学との大

学―高専連携教育プログラムの構築や、九州地区９高専との九州大学との連携については、認証評

価において高く評価されるのか、お伺いしたい。 
奥山主事：今回の認証評価で初めて提出する案件であるため、どの程度の評価を受けるかは不明です。

しかしながら、全国の高専でも、総合大学との連携はなく、注目度は高い項目であることは間違い

ありません。また、地域連携や国際化も含む内容であるため、内容の説明によっては、高い評価を

受ける可能性があると考えております。 
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三川校長：政府がすすめております、society5.0 と合致する部分もあり、評価される部分は多いと考

えております。但し、まだ認証評価における本項目は準備段階であるため、これから書き方を検討

していくこととなります。 
 高専だけではできない教育、あるいは大学だけではできない教育について、本プログラムを基とし

た新しいものができることを学校としては期待しております。 
黒木主事：認証評価においての書き方でございますが、特記事項として自由記載がございますので、

上記のような内容を主張できればと考えております。 
中島（年）委員：カウンセリング体制についてですが、暦年の相談件数などを掲示されておりますが、

可能であれば、相談内容について具体的にご教授願いたいのですが可能でしょうか。久留米市とし

ても様々な学生のケアを行っていく必要性を検討しております。 
福田室長：手許に資料を持ち合わせていないため、ここで詳細なお話は出来かねますが、毎年相談内

容別に統計を取っております。その様々な分野での相談内容において、本校で特に相談件数が多い

のが、学業面と人間関係と記憶しております。 
  なお、カウンセリング内容については相談室で検討を行っており、情報共有を行い、未然に休学

や退学を防ぐ努力をしております。その際、内容により、直接学生を指導している教員とも連携し

ております。 
中島（年）委員：女子学生へのアンケート内容において、教育内容の評価が高いことがありますが、

たとえば学業についていけないという学生がいた場合、補習などの対応はされておりますでしょう

か。 
江崎主事：学業不振の学生への対応ですが、学校としての対応としましては、オフィスアワー導入な

どにより、学生からの質問に教員が答えやすい体制は整えております。 
中島（年）委員：学生が未成年の場合、保護者の方との面談などは行われておりますでしょうか。 
江崎主事：担任制度を設けており、担任が対応しております。また、希望者には年 2 回ほど三者面談

する機会を設けております。 
平田委員：地域産業や民間企業との連携について、高専として重要視されておりますでしょうか。ま

た、もし何か新たな連携計画等あれば、ご教授いただきたいのですが。 
奥山主事：全国高専は 5 ブロックに分かれており、本校は第５ブロックにあたります。このブロック

の中で、様々な地域連携について協議を行っており、その中で外部資金獲得は重要事項と考えてお

ります。本校においては、テクノネット久留米との共同研究が数件あり、機械、制御各学科での共

同研究がございます。また、テクノネット久留米では地域企業との関係性を作るイベントなどが行

われております。さらに、今年度は九州沖縄の地元企業などを交えて高専技術振興会サミットを開

催したところでございます。 
三川校長：機構本部では研究推進室がございまして、その中で積極的に地域連携を行っております。

また、KRA という高専リサーチアドミニストレーターが配置されていまして、高専と企業とのマ

ッチングを行うような仕組みもございます。それと、久留米高専だけではなく、全国高専の教員の

様々な得意分野を生かして、多角的な地域連携に対応できるようなネットワーク作りを進めており

ます。 
黒木主事：機関別認証評価の様式的に申し上げますと、選択的評価B の「地域貢献活動等の状況につ

いて」においてエビデンスを提示する必要がございますので、その中でしっかりと提示することを

考えております。また、改善の体制などについても合わせてご提示予定です。これについては本校

Web ページに掲載予定でございます。 
久枝委員長：それでは、まだまだ質疑等あるかとは存じますが、そろそろ委員会としての意見を取り

まとめたいため、委員の先生方におかれましては、別室の方に移動をお願いいたします。 
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講    評  

 
久枝委員長：（講評） 
   それでは、ご報告をいただいた

久留米高専の諸活動につきまして、

本委員会を代表いたしまして、若

干の意見などを述べさせていただ

きたいと思います。各委員の皆様

からのご意見等については多数ご

ざいますので、後日提出させてい

ただきます評価結果報告書により、

ご確認いただければと思います。 
   さて、各委員からの主なご意見についてですが、まずは「前年度の指摘事項について」ということ

ですが、非常に真摯にご対応いただき、感服いたしております。その中で、あえて述べさせていただ

くのですが、女子学生に関してですが、３０％という十分な比率については達成されていると感じて

おりますので、今後は、男子学生への影響を調べる、あるいは、女子学生の増加に伴う女子寮問題が

あるかと思いますが、自前で対応することが難しければ、地域の受け入れをお願いするなど、地域を

生かした対応ができないか、等をご検討いただきたいと思います。 
   また、グローバル人材育成関係ですが、ご説明では力を入れていらっしゃるとのことですが、機関

別認証評価へのデータを見る限りでは特徴的な取り組みのアピールが見えない、もっとアピールすべ

きではないか、との意見がございました。 
   それから「令和２年度に実施する高等専門学校機関別認証評価について」ですが、書類を作成する

ことはもちろん重要ですが、ただ機械的に書類を作るのではなく、認証評価を通じて久留米高専の良

いところを積極的にアピールしていただきたいと考えております。例えば、リベラルアーツ特論を必

修化する、ですとか、データサイエンスに AI に関する講義を入れるとか、そういう取り組みについ

ては広い視野をもった技術者を育てる面で非常にいい取組なので、そういったところをアピールする。 
それから、基準６のところで、久留米高専は入学時に全国２位の偏差値を誇るとのことですが、で

は、出るとき（卒業・修了時）にはどうなのか。なかなか比較することは難しいとは思いますが、他

高専の卒業生との比較などを行っていただくようなことが必要かもしれません。 
   また、基準３のカウンセリングについてですが、年々の相談件数が増えているということでありま

すが、相談件数の増加が必ずしもいいこととは言えませんので、その内容について分析して対応して

いくことも必要かと感じます。 
   最後に、地域貢献についてですが、高専にとって地域貢献は重要なミッションであると思いますし、

積極的にアピールしてほしいと思っています。他方では、科研費も重要事項でありますので、財政的

な面も含め、取り組みが科研費の獲得に結び付いたかを検討のうえ、分析していただきたい。 
   繰り返しになりますけれども、久留米高専は非常にユニークな取り組みや大学との連携にも取り組

んでいらっしゃるので、機関別認証評価においてはそのような点を含めて、積極的にアピールする形

でご対応をいただきたいと考えております。 
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閉会挨拶 
 
三川校長：外部評価委員の皆様におかれては、お

忙しいところ長時間にわたり、貴重なお時間

をいただきまして、感謝この上もないところ

でございます。本当に有り難うございました。

また、委員長をお務めいただいた久枝先生に

おかれましては、円滑な議事進行と貴重なご

意見の取り纏めをしていただき厚く御礼申

し上げます。非常に多岐にわたってご指摘と

ご提言を賜り、とくに、私どもだけでは及びもつかないような観点からのご指摘等を賜り、誠に有り

難く存じている次第でございます。 
   頂戴しましたご指摘等につきましては、できるだけ久留米高専の良い特色をアピールできますよう

に対応したいと考えておりますが、1 つ、グローバル人材についてのみ述べさせていただきますと、

受け入れの部分については従前からの蓄積がございますが、派遣については昨年度に国際交流推進部

会という校長諮問のWG を作り、今年度に提言が行われて、ようやく本校の自主的・主体的な派遣が

始まったような状況でございますので、そういった面でアピールがしにくかったものと考えておりま

す。今後についてご期待いただければと存じます。 
外部評価委員会委員の皆様におかれましては、引き続き、久留米高専の教育・研究・学校運営にご

指導とご助言を賜ることをお願いしまして、閉会の挨拶とさせていただきます。本日は年末のお忙し

い中、大変有り難うございました。 
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外部評価の結果 

 

１．評価点 

 

【報 告 事 項 】 
（１）前年度の指摘事項について 
（２）令和２年度に実施する高等専門学校機関別認証評価について 
 

 

 

 

報 
告 
事 
項 

 
久 
枝 
委 
員 
長 

 
中 
島 

（英） 
委 
員 

 
荒 
井 
委 
員 
 

 
今 
泉 
委 
員 

 
坂 
本 
委 
員 

 
中 
島 

（年） 
委 
員 

 
冨 
澤 
委 
員 

 
平 
田 
委 
員 

評 価 

総合 ５ ５ ４ ５ ４ ５ ４ ４ 

（１） ５ ５ ５ ５ ５ ５ ４ ４ 

（２） ４ ５ ４ ５ ４ ５ ４ ４ 

 

 

 

評 価 点 評   価   基   準 

  ５ 優れている、または、適切である。 

  ４ やや優れている、または、ほぼ適切といえる。 

  ３ 普通。      

  ２ やや劣っている、または、あまり適切といえない。 

  １ 劣っている、または、適切でない。 
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２．意見・提言 

 

久枝委員長 

（１） 前年度の指摘事項---評点５ 
・前年度の指摘事項について細かく対応していることは、高く評価できる。 
・女子学生の入学が３０％に達しており十分であると言える。今後は、女子学生の増加による影響

を評価してはどうか。特にポジティブな効果を挙げてほしい。女子学生増加により学生寮の不足

が懸案事項となっているが、独自の女子寮ではなく地方公共団体など他の組織と協議して協力を

得た方が良い。 
・グローバル人材育成については久留米高専が力を入れている事項であるが、もっと特徴的な取り

組みをアピールした方が良い。 
・研究推進に関しては、科研費の獲得増加が懸案事項であり、いくつかの対策を講じている説明が

あったが、実施した対策の効果を検証した方が良い。 
 
（２）令和 2 年度に実施する高専機関別認証評価について---評点４ 
・種々の評価を実施せざるを得ないことはわかるが、事務的に対応するのではなく、真に教育研究

に生かすつもりで対応しないと、その努力が生かせないと思う。その点では、久留米高専の強み

を強調するような記載を期待したい。 
・基準５の教育方法に関しては、リベラルアーツ特論を 4 年生の必修にし、数理・ＤＳ・ＡＩの講

義を入れるなど、学生にとって広い視野を持てるような科目が今年度から導入されている。非常

に良いので、今後に期待したい。  
・基準６の学生受入については、全国の高専で 2 位の高い偏差値の学生が入学している。これは素

晴らしいが、この学生が卒業時にどのように成長したかを他の高専と比較出来ると良い。 
・基準３の学生支援について、カウンセリングの相談件数が著しく伸びているが、その理由を分析

し、取り組みをアピールした方が良い。工学を学ぶ学生は真面目な学生が多いが、メンタルには

必ずしも強くない。退学や自殺などの重大な方向に行かぬような対策が重要である。 
・選択的評価事項で地域貢献を選んでいる。高専のミッションとして地域貢献は最も重要な事項の

１つと思われる。観点の中に項目としては記載されてないが、地元への人材供給や共同研究、イ

ンターシップは重要と考える。その点で久留米高専が優れているなら、特記事項に記載してアピ

ールした方が良い。 
 
中島（英）委員 

（１）非常にきちんと計画が実行されていると判断いたします。 
（２）教員の確保もしっかり行われている。 
（３）学生募集もきちんと行われている。 

 
荒井委員 
外部評価委員の永田見生久留米大学長の代理として、令和12月 13日午前 11時より午後 4時まで、

施設見学、自己点検報告と質疑応答に参加しました。工業制作の現場から実習を通じて工学を学修で

きるよう配慮されており、教育スタッフに自校出身者がいて後輩の学生を指導教育のよき伝統が継承

されていることに好感しました。卒業者の半数が産業界に就職する一方、半数が大学に進学している

ということからも教育実績を挙げていると評価されます。教育面での新たな試みとして、リベラルア

ーツ特論・全学科横断科目・技術者素養科目の導入は、狭い領域にとらわれない創造性を高めるもの



- 19 - 
 

として期待いたします。 

自己点検の手法では、高専として戦略的に重視する方針を中長期的に見定めたうえで年次計画を作

成・実施するという姿が見えるようにしていくとよいのではないかと思います。教育面では「可視化」

が求められる時代となっているので進路面以外の工夫も必要になってくるでしょう。学生支援面では

女子寮が課題とされているようですが、予算面の制約もあるので外部資源の活用を模索するのも一法

かと思います。 

全国の高専の中でも独自の特色を打ち出すようにして今後もいっそう発展されるよう祈念いたし

ます。 

 

今泉委員 

（１）前年度指摘事項：女子学生比率向上については、真摯に取り組まれ３０％台の比率であり、十

分成果を上げておられる。グローバル人材育成教育プログラムについては、短期の滞在型が多く、長

期の留学例が少ないように見受けます。 

（２）認証評価について：AI時代に求められる人材育成プログラムが他の高専に先駆けて内閣府の

HP上に掲載されたことは本学の先進性を示す上で評価します。御校入学時の学生の偏差値は順位 2

位で極めて高いことが分かりました。入学時の期待と卒業時の満足度との対比を理解するうえで、卒

業時の学生の満足度の比較示標があれば有用ではないでしょうか。 

 

坂本委員 

今回の外評価委員会に議題は令和２年度実施の高等専門学校機関別認証評価に向けた回答の説明

となっている関係上、やや当たり障りのない無い内容となり、やむを得ないことではあるが、学校の

独自の取組みや将来展望に関するアピールが弱いように感じました。 

最近の工学離れの風潮から高専生は企業において再認識されており、特に製造現場で評価が高いよ

うに思います。貴校は国内でもトップクラスのレベルを誇っていることから優れた教育を実施してい

ることがわかります。ただ、高専機構内部だけではなく、より広く特徴や実績をアピールして行くこ

とが重要だと思います。すでに始まっていると思いますが、今後の高専の差別化に対して、まずは実

績のアピール活動に力を入れることが必用だと感じました。 

これまでの取組みのなかで、国際交流の大切さが意識されていることは素晴らしいと感じました。

予算や資金的な問題で思うように進まないとは思いますが、既に企業から高い評価を受けている基礎

教育に加えて、国際交流の経験機会を出来るだけ増やすことは有用だと思います。民間資金活用の方

策を検討することもあるのではないでしょうか。 

これからも地域から期待される優れた人材育成機関として、ますますの発展をお祈り致します。 

 

中島（年）委員 
・外部評価の指摘・意見に対して適切に対応され、運営内容の向上が図られている。 
・学校長をはじめ、各部門リーダー、スタッフまで運営方針、改善ロードマップ等が共有化され、各

取り組みに成果が見られる。 
・総合的に優れた運営がなされている。 
 
冨澤委員 

① 女子学生入学者が今年度３０％というのは充分なレベルと思う。これまでのＰＲ活動の成果だと

考える。このレベルは維持しつつ、今後は女子学生が増えたことによる好影響（授業や諸活動の

活性化、ダイバーシティの浸透、施設のリニューアル等）をアピールする段階と考える。 
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② 教職員配置で女性の数が少ないのはそもそもの絶対数の不足に原因があると思うが、少しずつ増

やす努力を継続して欲しい。増えれば今後の女子学生確保にもプラスに働くと考える。 

③ カウンセリング体制はきちんととられており、内容の分析もされているようだが、どのような点

で成果があったか、今後どう生かしていくのかまで踏み込んだ説明があるとよい。 

④ グローバル人材育成教育では、海外学生人材との交流機会を設ける等、工夫されているが、実践

的な英語力は必須と考えるので、学習機会が特定の学生に偏らないようにすべき。 

 

平田委員 
（１）前年度の指摘事項については、よく改善されていると考えるが、教育の高度化、研究推進につ

いては継続的な改善取組みにより久留米高専をより高度化することを望む。 
 
（２）機関別認証評価ついては、概ね対応準備ができていると思います。高専の使命の一つに地域貢

献がありますが、今後も、色々な機関との連携を強化し地域の発展に寄与すること期待します。 
 



令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

1
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昨年度 指摘事項
分類 内容概略

A 自己点検評価の重点化や教員負担軽減
B 地元の行事日程を考慮した説明会等の企画
C 志願倍率向上のための活動検討
D 地元企業への就職者を増やす方策の検討
E キャリア支援取組方法の改善
F 外国人の日本国内就職支援方策検討
G 女子学生比率向上対策の検討
H 近隣大学・大学院と連携した共同研究推進
I 学科改組の検討
J グローバル人材育成教育プログラム検討
K 大学進学者へのサポート体制検討

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

2
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本校PDCAサイクル

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

3
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自己点検評価表

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

4
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自己評価書の構成

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

5

行

担当部署
次年度
対応内容

評
価

委
員
会
評
価

担
当
部
署
自
己
評
価

-25-



外部評価委員会指摘項目（1/2）

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

6

中学校教員への本校紹介方法検討（H29外部評価委員会）
中学校等の行事日程を考慮した説明会等の企画（H30外部評価委員会）
志願倍率向上策の検討・実施（H30外部評価委員会）
Web上へのタイムリーな入試案内や高専紹介情報公開（H29外部評価委員会）
学科改組の検討（H30外部評価委員会）
学生の授業評価アンケート項目の見直し検討（H25外部評価委員会）
情報セキュリティ科目の全学科導入(H28外部評価委員会)
グローバル人材育成教育プログラム検討（H30外部評価委員会）
英語力の達成目標の導入検討
大学とのクロスアポイントメント制度導入検討(H28外部評価委員会)
教職員のワーク・ライフバランスの点検及び適正化(H28外部評価委員会)
大学、大学院との連携強化の方策検討（H30外部評価委員会）
学科横断科目の導入検討（H28外部評価委員会)
留年・休学・退学者の減少対策検討（H28外部評価委員会)
カウンセリングの実施状況の把握および分析
人権意識の確立やDV防止教育の実施

1: 昨年度の指摘事項について
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外部評価委員会指摘項目（2/2）

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

7

業種別および地域別就職先の調査・分析（H29外部評価委員会）
地元企業への就職者を増やす方策の検討（H30外部評価委員会）
外国人留学生の日本国内就職支援方策検討（H30外部評価委員会）
大学進学者へのサポート体制検討（H30外部評価委員会）
地域の産業界に対するニーズ調査方法検討
「テクノネット久留米」（技術振興会）のアウトプットのあり方の検討（H29外部
評価委員会）
科研費申請数向上対策実施（H29外部評価委員会）
共同研究・受託研究の公開（H29外部評価委員会）
女子学生数の増加対策検討
本科・専攻科進路の県内・県外割合把握、公開（H25外部評価委員会）
機構本部作成コンプライアンス・マニュアル等を活用した教職員コンプライアンス
向上（H29外部評価委員会)
自己点検書の重点化方法検討（平成30年度外部評価委員会）
認証評価に対応した外部評価委員会の開催および審議内容の検討
責任と業務量に相当する教員の処遇方法検討（H29外部評価委員会）

1: 昨年度の指摘事項について
2:令和２年度に実施する高等専門学校機関別認証評価について
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本日の議題
議題1: 昨年度の指摘事項について
 女子学生比率向上（志願倍率向上も含む）の対策
 女子入学生の年度遷移とその分析
 男女共同参画推進委員会の活動

 グローバル人材育成教育プログラム検討
 平成30年度 国際交流推進作業部会 ⇒ 国際交流委員会の活動

 教育の高度化
 研究推進
 平成30年度 研究推進作業部会 ⇒ 研究推進委員会の活動

 自己点検書の重点化方法検討
 議題2: 令和２年度に実施する高等専門学校機関別認
証評価について

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

8
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議題1: 昨年度の指摘事
項について

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

9
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女子学生比率向上（志願倍率向上も含む）の対策

第5ブロック（九州・沖縄）の傾向
 平成30年度から増加傾向
 久留米高専はほぼ中位

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

10
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女子入学生の年度遷移とその分析

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

11

2クラス⇒機械工学科＋制御情報工学科

7名以上）

期(S41:1966年） (H31:2019年）1991年

男女雇用機会
均等法制定
（1985年）
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女子学生比率向上（志願倍率向上も含む）の対策
 平成3年度の制御情報工学科設置時の
増加
 機械工学科2クラスを改組
 機械工学科1クラス
 制御情報工学科1クラス

 工業化学科が10名(25%)を超えて徐々に
増加(50%)
 生物応用化学科への改組ではなく，アンケー

トの結果から7～10名を超えたことが要因

 直近5年の増加
 機械工学科の増加
 電気電子工学科も増加

 アンケートによる志望動機に変化はない
 「キラキラ高専ガールになろう！」など
の広報の効果か？

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

12

-32-



女子学生比率向上（志願倍率向上も含む）の対策
本校女子学生のアンケート結果（115回答/215名）

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

13
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女子学生比率向上（志願倍率向上も含む）の対策
本校女子学生のアンケート結果（115回答/215名）

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

14

-34-



女子学生比率向上（志願倍率向上も含む）の対策
本校女子学生のアンケート結果（115回答/215名）

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

15

10名程度の女子学生
がいれば気にならない
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女子学生比率向上（志願倍率向上も含む）の対策
本校女子学生のアンケート結果（115回答/215名）

「女子中学生が本校を受験したいと思うようにする
ために改善すべき事項」（自由記述）

主な意見は下記3点である。
 女子寮の収容定員増
ここ数年、入寮希望者が定員を超えており、今年度は入寮希望者の
内8名が入寮できなかったことが要因か

 トイレの環境改善
トイレのない階があることや老朽化したトイレがあることが要因か

 女子更衣室の環境改善
エアコンがなく、部屋自体も女子学生数の増加に伴い狭隘化してい
ることが要因か

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

16
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男女共同参画推進委員会の活動
女子学生のヒアリング
 日時：令和元年7月24日（水）15時40分～16時30分
 出席：女子学生16名（ヒアリング対象者）
 実施者：男女共同参画推進委員会委員（5名）

教職員のヒアリング
 日時：令和元年8月8日（木）15時30分～16時50分
 出席：11名（男性：4名女性：7名）
 実施者：男女共同参加推進委員会委員（5名）※ヒアリン
グ対象者との兼任（1名）含む

第3回 男女共同推進委員会（10月2日）で報告
第6回 運営委員会（10月16日）で報告

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事
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第6回 運営委員会報告内容（抜粋）
 女性教職員及び女子学生の就業・就学環境の改善

 独立行政法人国立高等専門学校機構男女共同参画行動計画の重点項目及び
行動計画に挙げられる「女子学生の在籍比率の向上、教員採用に占める女
性比率の向上」を達成するためには、女性教職員及び女子学生が“安全・
安心”して就業・就学に臨める施設環境の整備が必須である。このため、
ヒアリングで表明された改善要望の中から特に女性教職員・女子学生から
改善要望の多かった、次の３項目を具体的な施設環境整備事項として提案
する。

1. 一般教室棟女子便所の洋式化
2. 校内外灯の充実（特に校内西側体育施設周辺から正門までの帰宅経路）
3. 女子更衣室への防犯ブザーの設置

 その他
 一般家庭の洋式トイレ保有率を鑑みると、男女の区別なく便器様式別比率
（和式・洋式の構成比率）は、施設環境改善の観点から検討が必要である
ことを補足する。

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事
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グローバル人材育成教育プログラム検討
 9高専連携事業（H24～H28）を嚆矢に受入を開始
 タイ，シンガポールから毎年20名程度
 研究室に配属し，卒研生，専攻科生と共同研究
 共同研究へと発展（国際会議共著4件）
 KMITLと修士/学士並行プログラムの締結

 タイからの受入はJASSO協定受入が平成27年度より採択
 さくらサイエンスプランは平成26年度から28年度を除いて毎年採択
 英語などの授業への参加
 トゥールーズIUTと覚書を締結予定

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事
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グローバル人材育成教育プログラム検討
 国際交流推進部会の設置（H30年度）

 校長の諮問機関 → H31年4月8日答申
 令和元年度より本校の主体的な派遣を開始

 KMITLに本科生8名を派遣
 柿原科学技術研究財団より3万円/人の補助
 トビタテ！留学Japan採択学生と共に全校集会でプレゼンを行い，学生を啓発

 ホーチミン市工科大学（1月）マレーシア工科大学（3月），派遣予定
 本校主催の派遣事業，トビタテ！留学Japan等の募集はOffice365を用いて全学生
に案内

 海外渡航経験学生の組織化を学生会と検討中

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事
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教育の高度化

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

21

締結先 内容 締結年月日 修了年月日

久留米大学、久留米工業大学、
久留米信愛女学院短期大学、聖マリア学院大学 単位互換 平成16年6月28日 平成32年3月31日

久留米工業大学、久留米大学、
聖マリア学院大学、久留米信愛女学院短期大学 高等教育コンソーシアム久留米の設置 平成21年12月17日 無期限

早稲田大学大学院情報生産システム研究科 推薦入学 平成23年4月1日 平成33年3月31日

北陸先端科学技術大学院大学 推薦入学 平成23年3月27日 平成32年3月26日

有明工業高等専門学校、北九州工業高等専門学校、
佐世保工業高等専門学校、熊本高等専門学校、
大分工業高等専門学校、都城工業高等専門学校、
鹿児島工業高等専門学校、沖縄工業高等専門学校

単位互換 平成21年10月1日 平成32年10月1日

久留米工業大学 共通教材開発、編入学、共同研究 平成29年6月1日 平成32年5月31日

九州大学大学院総合理工学府、大学院総合理工学研究院、
応用力学研究所、先導物質化学研究所

インターンシップ・共同研究 平成30年1月11日 平成35年1月11日

九州大学工学系部局 インターンシップ・共同研究・連携教育の推進 平成30年12月1日 平成35年12月1日
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研究推進
研究推進作業部会の設置（H30年度）
 校長の諮問機関 → H31年4月15日答申

研究推進委員会の活動：本年度は以下を実施
 科研費申請率の向上
 不申請理由書の提出（継続）
 申請に対する予算的補助インセンティブ（継続）
 大型種目（500万円以上）へのグループ申請インセンティブ（次年度予
定）

 採択率向上
 学内相互査読，査読チェックシート（継続）
 採択（他の外部予算含む）の予算的補助インセンティブ（継続）
 採択経験者による学内査読（新規．査読者へのインセンティブ）
 高専機構採択事例数の作成と供覧，本校採択事例集の供覧（新規）
 学内科研費講習会の実施（新規）
 高専機構科研費研修会への派遣（新規）
 不採択A判定，B判定への予算的補助インセンティブ（新規に拡充）

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事
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自己点検書の重点化方法検討
予算化希望調査表
の提出

現状と本年度の運
営方針を併せて提
出し，校長と面談

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事
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議題2
令和2年度に実施する高等専門
学校機関別認証評価について

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

24
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機関別認証評価とは

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

25

より抜粋
 高等専門学校は、その教育研究水準の向上に資するため、
教育研究、組織運営及び施設設備の総合的な状況に関し、
７年以内ごとに、文部科学大臣が認証する評価機関（認
証評価機関）の実施する評価を受けることが義務付けら
れています。（学校教育法第109 条第２項、第123 条及び
学校教育法施行令第40条）

 前回：平成25年に実施
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評価のスケジュール
評価実施の前年度（令和元年）
 8月：説明会，自己評価担当者に対する研修会
 9月末：評価の申請及び受付

評価実施年度（令和2年度）
 6月：評価担当者に対する研修の実施
 6月末：自己評価書の提出
 7月～1月：機構における評価の実施
 1月末：評価結果（案）の通知
 2月：意見の申立ての手続
 3月：評価結果の確定及び講評

評価実施年度の翌年度以降
 6月末：改善状況の上告

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事
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評価基準

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事

27

1 教育の内部質保証システム
2 教育組織及び教員・教育支援者等
3 学習環境及び学生支援等
4 財務基盤及び管理運営
5 準学士課程の教育課程・教育方法
6 準学士課程の学生の受入れ
7 準学士課程の学習・教育の成果
8 専攻科課程の教育活動の状況

A 研究活動の状況
B 地域貢献活動等の状況
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基準1：教育の内部質保証システム
観点1-1-① 教育活動を中心とした学校の活動の総
合的な状況について、学校として定期的に自己点
検・評価を実施するための方針、体制等が整備され、
点検・評価の基準・項目等が設定されているか
 満たしていると判断
 方針を定めているか：定めている
規程等：資料1-1-1-(1)-01_自己点検評価書作成要項

 実施体制を整備しているか：整備している
規定等：1-1-1-(2)-01_久留米工業高等専門学校自己評価検討委員会
規則

 上記方針に基づいて自己点検・評価の基準・項目等を設
置しているか：設定している
規定等：1-1-1-(1)-01_自己点検評価書作成要項（再掲），1-1-1-(3)-

01_令和元年度自己点検評価書

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事
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基準1：教育の内部質保証システム
観点1-1-② 内部質保証システムに基づき、根拠となる
データや資料に基づいて自己点検・評価が定期的に行
われ、その結果が公表されているか。
 満たしていると判断
 根拠資料の収集・蓄積：収集・蓄積している
 収集・蓄積の資料：1-1-2-(1)-01_サイボウズ画面
 担当組織、責任体制がわかる資料：1-1-2-(1)-01_サイボウズ画面

 自己点検・評価の定期的実施：実施している
 実施状況がわかる資料：1-1-1-(1)-01_自己点検評価書作成要項（再掲）
 実施状況の適切性：上記自己点検書作成要項に則り、毎年行っている。
要項の第２条にある通り、本校の業務を継続的に改善するためのPDCA
サイクルを推進するためには毎年の点検が必要であるため、適切な頻
度と判断する。

 自己点検・評価の公表：公表している
 資料：http://www.kurume-nct.ac.jp/kikaku/SelfInspection.html

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事
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基準1：教育の内部質保証システム
観点1-1-③ 学校の構成員及び学外関係者の意見の
聴取が行われており、それらの結果が自己点検・評
価に反映されているか。
 満たしている
 反映の対象：〇教員，〇職員，〇在学生，〇卒業（修
了）時の学生，〇卒業（修了）から一定年数後の卒業
（修了）生，×保護者，×就職･進学先関係者

 資料：
 1-1-3-(1)-01_31.1.16自己評価アンケート（機械・教育）
 1-1-3-(1)-02_31.1.16自己評価アンケート（機械・支援）
 1-1-3-(1)-03_31.1.16自己評価アンケート（専攻科・教育）
 1-1-3-(1)-04_31.1.16自己評価アンケート（専攻科・支援）

 自己点検・評価結果報告書等の該当箇所：1-1-3-(1)-01_自
己点検・評価報告書等の該当箇所

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事
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観点1-1-③の続き：意見聴取の内容
在校生：
 〇学習環境，〇授業評価，〇教育・学習の達成度
 〇学満足度評価

卒業（修了）時
 〇教育・学習の達成度，〇満足度

卒業（修了）後
 〇教育・学習の達成度，〇満足度

外部評価
 〇外部有識者の検証，〇教育活動に関する第三者評価
（機関別認証評価、JABEE等），〇設置計画履行状況調査

 該当資料：1-1-3-(2)-01_平成30年度第5回自己評価検討委員
会議事要旨(抜粋)

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事
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基準1：教育の内部質保証システム
観点1-1-④ 自己点検・評価や第三者評価等の結果
を教育の質の改善・向上に結び付けるような組織と
しての体制が整備され、機能しているか。
 満たしている
 結果を教育の質の改善・向上に結び付ける体制：整備さ
れている
資料：1-1-4-(1)-01_PDCAシステム図

 前回の機関別認証評価において「改善を要する点」とし
て指摘された事項への対応：対応している
資料：1-1-1-(2)-01_対応状況説明資料

 上記以外の改善の取組：行っている
資料：資料1-1-1-(3)-01_令和元年度自己点検評価書

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
黒木企画主事
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基準１－２ 準学士課程 ３ポリシーと学校の目的

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事

33

項目 学校
本科 専攻科

全体 各学科 全体 各専攻 各ｺｰｽ

教育理念 〇

教育目的 〇 〇 〇

教育目標 〇 〇

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰ 〇 〇 〇 〇

ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｰ 〇 〇

ｶﾘｷｭﾗﾑﾎﾟﾘｼｰ 〇 〇
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令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事

34
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基準２ 教育組織及び教員・教育支援者等

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事
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令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事

36
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教職員配置

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事

37

教育体制整備前 1 36 35 7 79

教育体制整備 人員枠 1 37 36 74

教育体制整備特例流用 1 35 32 8 76
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教員配置

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事
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令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事

39

定
員
特
例
流
用

現
員

女
性

本
校

他
高
専

技
科
大

九
州
大
学

他
大
学

そ
の
他

他
高
専

技
科
大

九
州
大
学

他
大
学

企
業

研
究
機
関

そ
の
他

博
士

修
士

学
士

技
術
士

機械 10 11 0 1 3 2 5 5 0 1 0 4 2 4 2 0 11 0 0 0 8

電気 10 10 1 1 0 0 4 7 0 0 1 1 4 2 0 2 10 0 0 0 9

制御 10 10 0 1 1 1 1 8 0 3 1 0 3 5 1 1 9 1 0 0 7

生化 11 11 1 4 0 2 7 4 0 2 0 3 2 3 2 1 10 1 0 0 9

材料 10 10 1 0 2 0 5 7 0 1 0 2 3 4 1 0 10 0 0 0 9

一般文科 12 11 3 0 0 0 0 11 0 3 0 0 6 6 1 8 5 6 0 0 0

一般理科 11 11 1 0 0 0 4 8 0 2 0 0 5 1 1 3 9 2 0 0 2

校長枠 1 0 0

小計 75 74 7 7 6 5 26 50 0 12 2 10 25 25 8 15 64 10 0 0 44

技術職員 16 0 3 4 0 1 4 6 2 0 0 1 9 0 0 0 2 3 0

総務課 16 3 1 0 1 2 10 4 5 0 5 2 3 1 3 0 1 13 0

学生課 12 4 0 0 0 2 4 6 4 0 1 4 3 0 2 0 0 6 0

小計 44 44 7 4 4 1 5 18 16 11 0 6 7 15 1 5 0 3 22 0

総計 119 118 14 11 10 6 31 68 16 23 2 16 32 40 9 20 64 13 22 0

44

教職員の学歴・職歴等（平成31年4月1日現在）

職歴（重複あり） 学位
認
定
教
員
数

認
定
専
攻
科

学
科
等

人数 学歴(重複あり)
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教育改善会議（FD）実施状況

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事

40
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基準５ 準学士課程の教育課程・教育方法

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事

41
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令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事
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令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事

43

DS・AI 教育グッドプラクティス
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基準６ 準学士課程の学生の受入れ

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事
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令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事
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15歳未満人口の推移
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令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事
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15歳未満人口の推移
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基準７ 準学士課程の学習・教育の成果

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
江﨑教務主事
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基準１：教育の内部質保証システム
 観点1-2-④ 専攻科課程の修了の認定に関する方針（ディプ
ロマ・ポリシー）が学校の目的を踏まえて明確に定められ
ているか
 満たしていると判断
 ガイドライン等を踏まえ、修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポ
リシー）を定めているか：専攻ごとに定めている

 修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）が、「何ができる
ようになるか」に力点を置き、専攻科課程全体、各専攻の目的（本評
価書Ⅱに記載したもの）と整合性を有しているか：整合性を有してい
る

 修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）の中で、学生が修
了時に身に付ける学力、資質・能力、並びに、養成しようとする人材
像等の内容を明確に示しているか：示している
 策定した修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）がわかる資料：

1-2-4-(1)-1「専攻科の専攻ごとに定めているディプロマポリシー」
1-2-4-(2)-1「専攻科の教育目的・目標」
1-2-4-(2)-2「専攻科の教育目的と特徴」
1-2-4-(3)-1「各JABEEプログラムコースの学習・教育到達目標」

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準１：教育の内部質保証システム
 観点1-2-⑤ 専攻科課程の教育課程の編成及び実施に関する
方針（カリキュラム・ポリシー）が、修了の認定に関する
方針（ディプロマ・ポリシー）と整合性を持ち、学校の目
的を踏まえて明確に定められているか
 満たしていると判断
 ガイドライン等を踏まえ、教育課程の編成及び実施に関する方針（カ
リキュラム・ポリシー）を定めているか：専攻ごとに定めている

 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）は、
修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）との整合性を有し
ている：整合性を有している

 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）は、
どのような内容を含んでいるか：どのような教育内容・方法を実施す
るかを示している、学習成果をどのように評価するかを示している
 策定した教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）が
わかる資料：

1-2-5-(1)-1「専攻科の専攻ごとに定めているカリキュラムポリシー」
1-2-4-(2)-1「専攻科の教育目的・目標」

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準１：教育の内部質保証システム
 観点1-2-⑥ 専攻科課程の入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリ
シー）が学校の目的を踏まえて明確に定められているか
 満たしていると判断
 ガイドライン等を踏まえ、入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）を定
めているか：専攻ごとに定めている

 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）は、学校の目的や専攻科課程の
目的（本評価書Ⅱに記載したもの）、修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）、
教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）を踏まえて策定している
か：目的・方針等を踏まえて策定している

 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）には、「入学者選抜の基本方
針」を明示しているか：明示している

 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）には、「求める学生像（受け入
れる学生に求める学習成果を含む。）」を明示しているか：明示している

 受入れる学生に求める学習成果には「学力の３要素」に係る内容が含まれているか：含まれ
ている
 策定した入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）：

1-2-6-(1)-1「専攻科の専攻ごとに定めているアドミッション・ポリシー」
1-2-4-(2)-1「専攻科の教育目的・目標」
1-2-6-(3)-1「学力による選抜の選抜方法」
1-2-6-(4)-1「調査書・推薦書・志望調書」
1-2-6-(5)-1「専攻科入学案内における教育目的・課程、コースごとのJABEEプログラム

学習・教育到達目標」

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準8：専攻科課程の教育活動の状況
観点8-1-① 教育課程の編成及び実施に関する方針
（カリキュラム・ポリシー）に基づき、授業科目が
適切に配置され、教育課程が体系的に編成されてい
るか
 満たしていると判断
当専攻科では５つの全プログラムがJABEE認定を受けている。 JABEE
基準２の2.1（教育課程の設計）を含めて適切に設定されており、
本観点は全て満たされる

 JABEE認定プログラムの結果を根拠として当該観点全体の
判断については自己点検・評価結果欄に充てることが可
能なため本観点の個別記入は割愛

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準8：専攻科課程の教育活動の状況
観点8-1-② 準学士課程の教育との連携、及び準学
士課程の教育からの発展等を考慮した教育課程と
なっているか
 満たしていると判断
当専攻科では５つの全プログラムがJABEE認定を受けている。 JABEE
基準２（教育手段）において適切に設定されており、本観点は全て
満たされる

 JABEE認定プログラムの結果を根拠として当該観点全体の
判断については自己点検・評価結果欄に充てることが可
能なため本観点の個別記入は割愛

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準8：専攻科課程の教育活動の状況
観点8-1-③ 教育課程の編成及び実施に関する方針
（カリキュラム・ポリシー）に照らして、講義、演
習、実験、実習等の授業形態のバランスが適切であ
り、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導上
の工夫がなされているか
 満たしていると判断
当専攻科では５つの全プログラムがJABEE認定を受けている。 JABEE
基準２（教育手段）において適切に設定されており、本観点は全て
満たされる

 JABEE認定プログラムの結果を根拠として当該観点全体の
判断については自己点検・評価結果欄に充てることが可
能なため本観点の個別記入は割愛

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準8：専攻科課程の教育活動の状況
観点8-1-④ 教育課程の編成及び実施に関する方針
（カリキュラム・ポリシー）に基づき、教養教育や
研究指導が適切に行われているか
 満たしていると判断
特例適用専攻科の審査おける学修総まとめ科目を担当する教員の個
人調書（様式第3号等）、認定専攻科の教育の実施状況の審査にお
ける専攻科の授業科目を担当する教員の個人調書（様式第5号等）
を提示して認定を受けていることから、本観点は全て満たされる

 特例適用専攻科の結果を根拠として当該観点全体の判断
については自己点検・評価結果欄に充てることが可能な
ため本観点の個別記入は割愛

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準8：専攻科課程の教育活動の状況
観点8-1-⑤ 成績評価・単位認定基準が、教育課程
の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリ
シー）に従って、組織として策定され、学生に周知
されているか。また、成績評価・単位認定が適切に
実施されているか
 満たしていると判断
当専攻科では５つの全プログラムがJABEE認定を受けている。 JABEE
基準２のJABEE基準２の2.1（教育課程の設計）および基準３（学
習・教育到達目標の達成）を含めて適切に認定されており、本観点
は全て満たされる

 JABEE認定プログラムの結果を根拠として当該観点全体の
判断については自己点検・評価結果欄に充てることが可
能なため本観点の個別記入は割愛

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準8：専攻科課程の教育活動の状況
観点8-1-⑥ 修了認定基準が、修了の認定に関する
方針（ディプロマ・ポリシー）に従って、組織とし
て策定され、学生に周知されているか。また、修了
認定が適切に実施されているか
 満たしていると判断
当専攻科では５つの全プログラムがJABEE認定を受けている。 JABEE
基準２のJABEE基準２の2.1（教育課程の設計）および基準３（学
習・教育到達目標の達成）を含めて適切に認定されており、本観点
は全て満たされる

 JABEE認定プログラムの結果を根拠として当該観点全体の
判断については自己点検・評価結果欄に充てることが可
能なため本観点の個別記入は割愛

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準8：専攻科課程の教育活動の状況
観点8-2-① 入学者の受入れに関する方針（アド
ミッション・ポリシー）に沿って適切な入学者選抜
方法が採用されており、実際の学生の受入れが適切
に実施されているか。
 満たしていると判断
 ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ・ﾎﾟﾘｼｰに沿った入学者選抜方法：なっている
専攻科学生募集要項・入学案内：8-2-1-(1)-01_募集要項
入学者選抜方法に係る合否判定資料：8-2-1-(1)-02_合否判定基準、
専攻科入試関係の合否査定資料

入学者選抜方法に係る面接資料：8-2-1-(1)-03_調査書・推薦書・志
望調書および推薦選抜面接評価書

専攻科生の資質に関する資料：1-1-2-(1)-04_専攻科入学時および修
了時の学生アンケート

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準8：専攻科課程の教育活動の状況
観点8-2-② 入学者の受入れに関する方針（アドミッ
ション・ポリシー）に沿った学生を受入れているかど
うかを検証するための取組が行われており、その結果
を入学者選抜の改善に役立てているか。
 満たしていると判断
 検証及び検証結果を改善に役立てる体制整備：整備している
 検証の体制に関する資料：8-2-2-(1)-01_入学試験運営委員会規則
 改善に役立てる体制に関する資料：8-2-2-(1)-02_専攻科入試関係の合否
査定資料

 ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ・ﾎﾟﾘｼｰに沿った入学生であるかの検証：行っている
 検証の実施に関する資料：8-2-2-(2)-01_専攻科入学時および修了時の学
生アンケート

 検証結果の入学者選抜への改善：改善に役立てている
 検証の結果を改善に役立てている状況に関する資料：8-2-2-(2)-02_専攻
科委員会のｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ・ﾎﾟﾘｼｰに関する議事録

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準8：専攻科課程の教育活動の状況
 観点8-2-③ 実入学者数が、入学定員を大幅に超過、又は大
幅に不足している状況になっていないか。また、その場合
には、入学者選抜方法を改善するための取組が行われるな
ど、入学定員と実入学者数との関係の適正化が図られてい
るか
 満たしていると判断
 専攻ごとの学生定員数の学則等での規定：定めている
 学則等の該当箇所の資料：8-2-3-(1)-01_学則第48条

 専攻ごとの入学定員と実入学者数の把握、改善を図る体制整備：整備
している
 体制の整備に係る規程等がわかる資料：8-2-3-(2)-01_入学試験合格者査定委員

会
 専攻ごとの入学定員に対する実入学者数の適正化：適正である
 【別紙様式】平均入学定員充足率計算表
 過去5年間の入学定員と実入学者数を示す資料：8-2-3-(3)-01_実入学者数の推移

 実入学者の入学定員大幅超過、大幅不足状況での改善の取組：行って
いる
 実入学者数の改善取組、教育環境等の改善の対応事例の資料：8-2-3-(4)-01_講
義室の拡張改修、 8-2-3-(4)-02_受講者を分割した授業例

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準8：専攻科課程の教育活動の状況
 観点8-3-① 成績評価・修了認定の結果から判断して、修了
の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に沿った学
習・教育・研究の成果が認められるか
 満たしていると判断
 修了時に身に付ける学力、資質・能力について、成績評価・修了認定
の結果から学習・教育・研究の成果を把握・評価するための体制整
備：整備している
 体制の整備状況がわかる資料：8-3-1-(1)-01_学校運営システム図・PDCAシステ
ム図、 8-3-1-(1)-02_専攻科委員会規則（第5条）、 8-3-1-(1)-03_専攻科の修了を審
議する卒業・修了規則、8-3-1-(1)-04_専攻科における学業成績の評価並びに単
位の認定及び修了に関する規程

 修了時に身に付ける学力、資質・能力について、成績評価・修了認定
結果からの学習・教育・研究の成果の把握・評価：把握・評価してい
る
 成績評価・修了認定等に関するデータ・資料：8-3-1-(2)-01_学修成績評価一覧、

8-3-1-(2)-02_JABEE プログラム達成度評価表、 8-3-1-(2)-03_学修総まとめ科目
の成績評価表

 把握・評価の実施状況がわかる資料：8-3-1-(2)-04_専攻科修了査定資料、 8-3-1-
(2)-05_JABEE認定資料、 8-3-1-(2)-06_学修総まとめ科目の成績評価表、 8-3-1-(2)-
07_専攻科修了査定資料

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準8：専攻科課程の教育活動の状況
 観点8-3-② 達成状況に関する学生・修了生・進路先関係者等からの意
見の聴取の結果から判断して、修了の認定に関する方針（ディプロマ・
ポリシー）に沿った学習・教育・研究の成果が認められるか
 満たしていると判断
 修了時に身に付ける学力、資質・能力について、学生・修了生・進路先関係者等
からの意見聴取の結果に基づく学習・教育・研究の成果を把握・評価するための
体制整備：整備している

 修了時に身に付けた学力、資質・能力について、修了時の学生に対する意見聴取
の結果から学習・教育・研究の成果の把握・評価：行っている

 修了時に身に付けた学力、資質・能力について、修了生（修了直後でない者）に
対する意見聴取の結果から学習・教育・研究の成果の把握・評価：行っている

 修了時に身に付けた学力、資質・能力について、進路先関係者等に対する意見聴
取の結果から学習・教育・研究の成果の把握・評価を行っているか把握・評価：
行っている

 評価結果から学習・教育・研究の成果が認められるか：認められる
 体制の整備状況がわかる資料：8-3-2-(1)-01_専攻科生への入学時ならびに修了時アンケート
 意見聴取の結果に関するデータ・資料：8-3-2-(1)-01_専攻科生への入学時ならびに修了時アン

ケート
 把握・評価の実施状況がわかる資料：8-3-1-(2)-01_専攻科生への入学時ならびに修了時アンケー

ト結果からの「創造工学実験」について実施内容を検討した資料

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準8：専攻科課程の教育活動の状況
観点8-3-③ 就職や進学といった修了後の進路の状
況等の実績から判断して、学習・教育・研究の成果
が認められるか
 満たしていると判断
 学校として把握している最近５年間の就職率及び進学率
から判断して、学習・教育・研究の成果が認められる
か：認められる

 学校として把握している就職先や進学先は、各専攻の養
成しようとする人材像に適したものとなっているか：
なっている
 【別紙様式】修了者進路実績表：8-3-3-(1)-01_最近5年間の就職先およ
び進学先を示した資料

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準8：専攻科課程の教育活動の状況
 観点8-3-④ 修了生の学位取得状況から判断して、学習・教育・
研究の成果が認められるか
 満たしていると判断
 過去５年間の修了生の学位取得の状況から、学習等の成果が認められる
か：認められる
 学位取得状況がわかる資料：8-3-4-(1)-01_JABEE年次報告書、 8-3-4-(1)-02_学位取得状
況を示すデータ（専攻科ガイダンス資料）

 観点8-3-特記事項 「観点」のみでは自己評価できない活動や取
組における個性や特色、資料を参照する際に留意すべきこと等
 自己立案・問題解決型の「創造工学実験」、専門分野を超越して幅広く
知識を修得する「先端工学特論」を専攻科1年生時に配置

 「創造工学実験」では校内経費から支援し、それを原資として自らテー
マを立案・計画・遂行し、課題抽出から解決までを実施

 分野横断型のテーマの場合もあり、局所的な視点ではなく、多角的視点
を身につけさせる分野を超えたグループミーティング

 「先端工学特論」では深い専門性に加え、九州圏外の大学院の講師を招
聘した先端研究のトレンドの把握や異分野に対する視点を培う特別講義
を開催、学生自身の学習意欲向上を図っている。

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準8：専攻科課程の教育活動の状況
優れている点
 修了生は特例適用専攻科の認定以降では全て学位を取得
している

 同時にJABEEプログラム修了生である
 専門分野に関連した幅広い企業や大学院へ就職または進
学している

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会
奥山専攻科主事
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基準3
学習環境および学生支援

等
担当：学生主事

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会 田中学生主事
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施設整備について

学生が無線LANを利用できるように、校内LAN（1000台のアク
セスが可能）を設置した。

令和元年度をOffice365元年として、学生に対するメールの一斉
配信、アンケート調査などをOffice365を利用して実施している。
（従来までは担任からの連絡や掲示板による紙媒体による通知
のみ）

学生課横に設置された3台のディスプレイによる情報発信。

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会 田中学生主事
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施設整備について（その2）

・本校から宮の陣駅までの堤防に街灯設置を久留米市に陳情
→今年度8月末に設置工事完了

・筑後川堤防工事に伴うキャンパス再整備
→プール、弓道場を新設し、学生用駐車場も整備

・男女共同参画委員会から、女子更衣室への防犯ブザー設置の要望
→今年度中の設置に向けて検討中

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会 田中学生主事
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ICT環境について

図書館2階に2部屋のIT演習室を整備。

各学科の授業で必要なアプリケーションをインストールし、IT
教育に利用。

各学科に「情報セキュリティー委員」を新設し、Office365の利
用方法などの啓蒙活動を行っている。また、中学校への出前授
業を行い、情報セキュリティーに関する啓蒙活動を行う予定に
している。

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会 田中学生主事
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学生からのニーズの把握

学生からのニーズを把握するため、

・校長と学生との懇談会（小森野トークwithプレジデント）の実施

・学生会と学生主事室による合同会議（月1回程度）

・久留米高専意見箱（本校ウェブサイトに設置）

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会 田中学生主事
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カウンセリング体制の強化

カウンセリング統計 (平成26年度～平成30年度） カウンセラー雇用体制

4月 5月 6月 7月 8月 9月 前期小計 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 資格 週合計時間 雇用時間

平成26年度 8 9 7 3 0 6 33 7 13 12 12 15 5 97 臨床心理士2名 38時間/月
隔週4時間、7時間

毎週4時間

平成27年度 7 13 21 10 0 7 58 21 10 13 21 24 0 147 臨床心理士2名 10時間/週
毎週6時間
毎週4時間

平成28年度 12 19 32 23 0 18 104 28 20 19 16 21 2 210 臨床心理士2名 10時間/週
毎週6時間
毎週4時間

平成29年度 10 27 25 17 0 18 97 30 28 21 24 20 2 222 臨床心理士2名 10時間/週
毎週6時間
毎週4時間

平成30年度 19 31 25 27 8 0 110 32 37 33 37 32 1 282
公認心理師3名
(臨床心理士)

14時間/週
毎週6時間
毎週4時間
毎週4時間

令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会 田中学生主事
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令和元年 月 日（金）12 13 令和元年度 外部評価委員会 田中学生主事
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外部評価委員会
説明用資料
寮務関係
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12 13令和元年 月 日（金） 令和元年度 外部評価委員会 中嶌寮務主事
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久留米高専学生寮

筑水寮（男子寮：定員２１０名） つつじ寮（女子寮：定員３０名）

沿革（寮関係）： 昭和39年4月 久留米高専設立

昭和42年3月 学生（男子）寮竣工

昭和61年3月 学生（男子）寮増築工事竣工

平成24年3月 学生（女子）寮竣工

73

12 13令和元年 月 日（金） 令和元年度 外部評価委員会 中嶌寮務主事
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学生寮入寮者状況
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12 13令和元年 月 日（金） 令和元年度 外部評価委員会 中嶌寮務主事
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・寮長（1名)

・副寮長（2名)

・美化委員（委員長、委員5名）

・文化委員（委員長、委員3名）

・会計委員長

・広報委員（委員長、委員1名）

・男子消防隊長（消防副隊長1名)

・女子消防隊長

・班長（各階に2～3名）

寮生会（寮生）寮務主事室（教員）

学生課 寮生活支援係

学生寮の運営・管理組織

・主事（１名）

・主事補（３名）

係員2名，寮母1名

寮務委員会（教職員）

・委員長（寮務主事）
・委員 寮務主事補（３名）

学科等代表（７名/兼任有）

学生課長・係員
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12 13令和元年 月 日（金） 令和元年度 外部評価委員会 中嶌寮務主事
-95-



学生寮の様々な設備

男子寮エントランス

多目的室（学習室）

男子寮洗濯室

食堂

女子寮多目的スペース

一人部屋
（高学年）

二人部屋
（低学年）

76

12 13令和元年 月 日（金）

令和元年度 外部評価委員会 中嶌寮務主事
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点 呼 7時45分（休校日は実施しない）

朝 食 7時45分 〜 8時30分（休校日は〜9時00分）

昼 食 11時45分 〜 12時45分

夕 食 18時00分 〜 19時30分（休校日は〜19時00分）

入 浴 18時30分 〜 21時55分

（シャワーのみ 7時00分～18時30分使用可）

点 呼 22時00分

清 掃 22時05分 〜 22時30分

学 習 21時00分 〜 23時00分

消 灯 23時00分

※休校日とは、全学生が出席を要する日以外の日をいう｡

寮生 日課表

77

12 13令和元年 月 日（金）

令和元年度 外部評価委員会 中嶌寮務主事
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宿直業務表

78

項目 場所 時刻

夕食検食

食堂

17：45
夜点呼 22：00
点呼欠席者放送 22：15
食堂施錠
浴場排水確認

22：30
電子錠全確認

宿直室
点呼欠席者連絡

常夜灯点灯
廊下灯消灯

女子寮・男子寮巡回

23：30留学生点呼欠席者確認

常夜灯消灯 宿直室

朝食検食
食堂

７：30
朝点呼 ７：45

12 13令和元年 月 日（金） 令和元年度 外部評価委員会 中嶌寮務主事
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79

 １日１名体制（月１回は、女性教員が女子寮の宿直）

①平日のみ、②休日とその前日、③両方のパターンでの宿直希望調査
を行い、各教員の希望に沿えるように寮務主事室で調整し宿日直割振
表を作成

宿直回数は、教員１名につき半期あたり概ね２～４回

寮務を除く主事、学科長、58歳以上の教員並びに特別な事情のある教
員は宿直業務を免除

寮玄関を含む外部からの出入口は、22：30に自動ロックされ６：00まで
入出不可

12 13令和元年 月 日（金）

令和元年度 外部評価委員会 中嶌寮務主事
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宿日直割振表（レイアウト）

80

12 13令和元年 月 日（金） 令和元年度 外部評価委員会 中嶌寮務主事

日 曜 日直 宿直 日 曜 日直 宿直 日 曜 日直 宿直 日 曜 日直 宿直 日 曜 日直 宿直 日 曜 日直 宿直

1 火 寮務主事室B 1 金 寮務主事室E 1 日 外部委託 1 水 1 土 外部委託 1 日
主事室指定
外部委託

2 水 寮務主事室C 2 土 外部委託 2 月 寮務主事室A 2 木 2 日 外部委託 2 月 寮務主事室A

3 木 寮務主事室D 3 日 寮生活支援係 3 火 寮務主事室B 3 金 3 月 寮務主事室A 3 火 寮務主事室B

4 金 寮務主事室E 4 月 外部委託 4 水 寮務主事室C 4 土 4 火 寮務主事室B 4 水 寮務主事室C

5 土 外部委託 5 火 寮務主事室B 5 木 寮務主事室D 5 日 5 水 寮務主事室C 5 木 寮務主事室D

6 日 外部委託 6 水 寮務主事室C 6 金 寮務主事室E 6 月 6 木 寮務主事室D 6 金 (昼食なし）

7 月 寮務主事室A 7 木 寮務主事室D 7 土
主事室指定
外部委託 7 火 (昼食なし） 7 金 寮務主事室E 7 土

8 火 寮務主事室B 8 金 寮務主事室E 8 日 外部委託 8 水 寮務主事室C 8 土 外部委託 8 日

9 水 寮務主事室C 9 土 外部委託 9 月 寮務主事室A 9 木 寮務主事室D 9 日 外部委託 9 月

10 木 寮務主事室D 10 日 外部委託 10 火 寮務主事室B 10 金 寮務主事室E 10 月 寮務主事室A 10 火

11 金 寮務主事室E 11 月 寮務主事室A 11 水 寮務主事室C 11 土 外部委託 11 火 外部委託 11 水

12 土 寮生活支援係 12 火 寮務主事室B 12 木 寮務主事室D 12 日 外部委託 12 水 寮務主事室C 12 木

13 日 外部委託 13 水 寮務主事室C 13 金 寮務主事室E 13 月 外部委託 13 木 寮務主事室D 13 金

14 月 外部委託 14 木 寮務主事室D 14 土 外部委託 14 火 寮務主事室B 14 金 寮務主事室E 14 土

15 火 寮務主事室B 15 金 寮務主事室E 15 日 外部委託 15 水 寮務主事室C 15 土 外部委託 15 日

16 水 寮務主事室C 16 土
主事室指定
外部委託 16 月 寮務主事室A 16 木 寮務主事室D 16 日 外部委託 16 月

17 木 寮務主事室D 17 日 外部委託 17 火 寮務主事室B 17 金 寮務主事室E 17 月 寮務主事室A 17 火

18 金 寮務主事室E 18 月 寮務主事室A 18 水 寮務主事室C 18 土 外部委託 18 火 寮務主事室B 18 水

19 土 外部委託 19 火 寮務主事室B 19 木 寮務主事室D 19 日 外部委託 19 水 寮務主事室C 19 木

20 日 外部委託 20 水 寮務主事室C 20 金 寮務主事室E 20 月 寮務主事室A 20 木 寮務主事室D 20 金

21 月 寮務主事室A 21 木 寮務主事室D 21 土 外部委託 21 火 寮務主事室B 21 金 寮務主事室E 21 土

22 火 外部委託 22 金 寮務主事室E 22 日 外部委託 22 水 寮務主事室C 22 土 外部委託 22 日

23 水 寮務主事室C 23 土 外部委託 23 月 寮務主事室A 23 木 寮務主事室D 23 日 外部委託 23 月

24 木 寮務主事室D 24 日 外部委託 24 火 寮務主事室B 24 金 寮務主事室E 24 月 外部委託 24 火

25 金 寮務主事室E 25 月 寮務主事室A 25 水 (昼食なし） 25 土 外部委託 25 火 寮務主事室B 25 水

26 土 外部委託 26 火 寮務主事室B 26 木 26 日 外部委託 26 水 寮務主事室C 26 木

27 日 外部委託 27 水 寮務主事室C 27 金 27 月 寮務主事室A 27 木 寮務主事室D 27 金

28 月 寮務主事室A 28 木 寮務主事室D 28 土 28 火 寮務主事室B 28 金 寮務主事室E 28 土

29 火 寮務主事室B 29 金 寮務主事室E 29 日 29 水 寮務主事室C 29 土
主事室指定
外部委託 29 日

30 水 寮務主事室C 30 土 外部委託 30 月 30 木 寮務主事室D 30 月

31 木 寮務主事室D 31 火 31 金 寮務主事室E 31 火

令和元年度後期　学生寮宿日直割振表 令和元年度後期　学生寮宿日直割振表

2019年10月 2019年11月 2019年12月 2020年1月 2020年2月 2020年3月

※日直欄の小文字は昼食検食者
4連休以上宿直 休業日(委託) 主事指定+委託 閉寮日 4連休以上宿直 休業日(委託)

主事指定2名 主事指定 平日宿直 休日宿直
※日直欄の小文字は昼食検食者

主事指定2名 主事指定 平日宿直 休日宿直

主事指定+委託 閉寮日

部屋移動

文化祭

体育祭

寮祭

料理教室

一年限り の祝日

卒業生退寮等
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４．財務基盤及び管理運営

令和元年 月 日12 13 令和元年度 外部評価委員会 世利総務課長
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4-1-①各5年の財務状況（学校要覧:41頁）

収入：運営費交付金、施設整備費補助金、授業料収入、産学連携等収入、
寄付金収入等

（H30は353,379千円）

支出：教育研究費、一般管理費、施設整備費、産学連携等研究費、寄付金
事業費、人件費等

（H30は356,388千円）

※適切に実施。

令和元年 月 日12 13 令和元年度 外部評価委員会 世利総務課長
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4-1-②収支に係る方針、計画等を策定

 １）校長のリーダーシップのもと予算申請・査定を厳格に行い、透明性・公平性を確
保した予算編成。

 ２）また、科研費等外部研究資金の申請・採択状況、共同研究・受託研究の受入状況
等の評価結果や、決算結果（予算執行状況）を予算配分に反映。

 ３）本校の機能強化への貢献等に対するインセンティブ付与や若手・女性研究者への重点
支援を行うなど戦略的な予算配分を実施

 ４）予備費、追加配分において校長ガバナンスの強化を図るとともに、全教職
員を対象に予算獲得への意識改革を図る。

令和元年 月 日12 13 令和元年度 外部評価委員会 世利総務課長
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4-1-③資源配分にかかる審議体制

＜審議過程＞
①各部署に対して、本校の運営方針に基づいた予算化要望書を作成。

②ヒアリングを行い、それに基づく予算案を作成。

③上記予算案に基づき、予算委員会の審議を経て、決定。

④各学科、事務部各課（全教職員）に結果を周知。

令和元年 月 日12 13 令和元年度 外部評価委員会 世利総務課長

84
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4-1-④ 財務状況の公表と監査

１）財務の収支について、学校要覧の中で公開（再掲）

２）監査について、機構本部が作成している「公的研究費
に関する内部監査マニュアル」及び久留米工業高等専
門学校会計監査実施規則に基づき、監査を実施。

令和元年 月 日12 13 令和元年度 外部評価委員会 世利総務課長
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令和元年 月 日12 13 令和元年度 外部評価委員会 世利総務課長

86

①管理運営の諸規程の整備、校長、主事等の役割
分担の見直し

2019）令和2年1月にホームページ
に公開予定。

28年度に委員会等の組織改革を行い、29年度から新しい組織

4-2-①1）

H28以前）→兼務無し（H29以降）
15時30分に終わる水曜日を会議日

4-2-①2）

4-2-①3））
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令和元年 月 日12 13 令和元年度 外部評価委員会 世利総務課長

87

② 危機管理マニュアル等を整備

2018)
-2-②１）危機管理マニュアル）

-2-②２）体制図）
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令和元年 月 日12 13 令和元年度 外部評価委員会 世利総務課長

88③ 外部資金獲得のための積極的取組、監査体制

H30年度）
H31年4月15日答申

:4-2-③）

500万円以上）へのグループ申請インセンティブ

A判定，B判定への予算的補助インセンティブ（新規に拡充）
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令和元年 月 日12 13 令和元年度 外部評価委員会 世利総務課長

89

④ 外部の教育・研究資源の活用

36頁）
15件、奨学寄附金による研究９件

10件

29年度より毎年申請し，採択
4万円/人（H29）→ 4.8万円/人（R1）

4万円/人
8万円/人に増額

37~38頁）
9高専連携事業（H24～H28）を嚆矢に受入を開始

20名程度

4件）
JASSO協定受入が平成27年度より採択

26年度から28年度を除いて毎年採択
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令和元年 月 日12 13 令和元年度 外部評価委員会 世利総務課長

90

④ 外部の教育・研究資源の活用（つづき）

-高専連携教育プログラムの構築
30年度の文部科学省「大学と高専との連携教育プログラム」構築

支援事業において「九州大学-久留米高専間の連携教育プログラム」が採択

3年度九州大学工学部改組に伴う新学科新設に関連する「連携教育
プログラム」であり、プログラム履修対象は令和5年度専攻科入学者となる。

-久留米高専にて継続構築中
9高専10キャンパスとともに構築を予定

-110-



令和元年 月 日12 13 令和元年度 外部評価委員会 世利総務課長

91

⑤ 本校のFD／SDの取組
FDの実施

2回）の実施。機構本部で実施する教員向け各種
研修に参加。

SDの実施
2018をＳＤ元年とし、四半期に1回程度）

2019）
2019）

2019）

2019）
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令和元年 月 日12 13 令和元年度 外部評価委員会 世利総務課長

92

学校教育研究活動の発信

2019）令和2年1月にホームページに公開予定。
（再掲：4-2-①１））

2019）
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「地域貢献活動等の状況」について

産学民連携テクノセンター長

中武 靖仁

（選択的評価Ｂ）

令和元年 月 日 金12 13 ( )

93

-113-



選Ｂ 地域貢献活動等の状況

B-1-② 地域貢献活動等の目的等に照らして、活動が計画的に実施されているか。
(1) 学校が設定した地域貢献活動等について、具体的な方針を策定しているか。
(2) (1)の方針に基づき計画的に実施しているか。

B-1-③ 地域貢献活動等の実績や活動参加者等の満足度等から判断して、
目的に沿った活動の成果が認められるか。
(1)学校が設定した地域貢献活動等の目的等に照らして、成果が認められるか。

B-1-④ 地域貢献活動等に関する問題点を把握し、
改善を図っていくための体制が整備され、機能しているか。
(1)観点Ｂ－１－③で把握した成果を基に問題点等を把握し、
それを改善に結び付けるための体制を整備しているか。

高等専門学校の地域貢献活動等に関する目的
等に照らして、地域貢献活動が適切に行われ、
活動の成果が認められていること。
B-1-① 地域貢献活動等に関する目的、基本方針、目標等が適切に定められているか。

(1) 地域貢献活動等に関する目的、基本方針、目標等を適切に定めているか。

94
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B-1-① 地域貢献活動等に関する目的、基本方針、目標等
が適切に定められているか。

(1) 地域貢献活動等に関する目的、基本方針、目標等
を適切に定めているか。

産学民連携テクノセンターのミッション

地域産業界・民間企業との連携
共同研究・受託研究・技術相談等の多様な連携制度により、民間企業等の研究内
容・テーマ及びニーズに対応しています。また地域社会・産業界との協力体制を堅実
なものとし、一層緊密な連携を図ります。

地域の行政・公設機関との連携
本校の教育・研究資源を広く解放し、地域社会における生涯教育の一環として、各種
公開講座を開設しています。また特色ある地域の課題に対して協働で取り組みます。

令和元年 月 日 金12 13 ( ) 令和元年度 外部評価委員会 中武テクノセンター長 95
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B-1-②地域貢献活動等の目的等に照らして、活動が計画
的に実施されているか。

(1) 学校が設定した地域貢献活動等について、
具体的な方針を策定しているか。

(2) (1)の方針に基づき計画的に実施しているか。
１．地域産業界・民間企業との連携
テクノネット久留米企業説明会

「久留米・鳥栖地域産学官
テクノ交流会」10月29日(火)

「第５回しんきん合同商談会」
11月7日(木)

テクノネット久留米講演会
7月5日(金)

96
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B-1-②地域貢献活動等の目的等に照らして、活動が計画
的に実施されているか。

(1) 学校が設定した地域貢献活動等について、
具体的な方針を策定しているか。

(2) (1)の方針に基づき計画的に実施しているか。
２．地域の行政・公設機関との連携

社会人向け公開講座
『3D-CAD/CAE(材料力学)講座』
11月28日(木)

産総研九州センター
一般公開において、ロボットの実演
6月29日(土)

社会人向け公開講座
『3D-CAD/CAE(熱流体)講座』
12月11日(水)
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赤字は前回からの変更点です。 令和元年１１月３０日　現在

NO 名　　　称 現状 実施時期 対象/人数 実施場所 担　当　者 主催団体等

1 イノベーション・ジャパン2019 済 8月29日(木)～30日(金) 企業関係者等 東京ビッグサイト
森園教授（材料システム工学科）
川上教授（材料システム工学科）
産学民連携テクノセンター（川村）

ＪＳＴ・ＮＥＤＯ

2 久留米・鳥栖地域産学官テクノ交流会 済 10月29日（火） 企業関係者等
久留米リサーチ・
パーク

産学民連携テクノセンター
（中武、吉田）

久留米リサーチ・パーク

3 第5回しんきん合同商談会「産学官連携・経営相談会」 済 11月7日（木） 企業関係者等 マリンメッセ福岡
産学民連携テクノセンター
（中武、渡邊、吉田）

一般社団法人九州北部信用金庫協会

4 第25回高専シンポジウム in kurume 対応中 1月25日（土）
全国高専・大学教職員、学
生、企業関係者等

久留米シティプラザ 産学民連携テクノセンター 高専シンポジウム協議会（久留米高専）

5
久留米市内５大学連携による共同講義（市民公開型）
「久留米の和算」

済 10月18日（金） 学生・一般市民等 くるめりあ六ツ門
松田特任教授
（一般科目（理科系））

高等教育コンソーシアム久留米

6
久留米市内５大学連携による共同講義（市民公開型）
「「話す」トレーニング」

済 10月25日（金） 学生・一般市民等 くるめりあ六ツ門
横溝准教授
（一般科目（文科系））

高等教育コンソーシアム久留米

7
久留米市内５大学連携オープンキャンパス
～学生によるこども向け講座～

済 11月23日（土） 小中高校生・一般市民等 くるめりあ六ツ門
渡邊准教授（生物応用化学科）
世利総務課長

高等教育コンソーシアム久留米

8 青少年のためのサイエンスモール in くるめ 2019 対応中 12月14日（土） 小中高校生・一般市民等
福岡県青少年科学
館

越地教授（電気電子工学科）
松田特任教授
（一般科目（理科系））

高等教育コンソーシアム久留米

9 テクノネット久留米講演会 済 7月5日（金）
テクノネット久留米会員、
学生、教職員／77名

久留米高専 産学民連携テクノセンター テクノネット久留米

10 テクノネット久留米定時総会 済 11月1日（金）
テクノネット久留米会員、
教職員
50名

ハイネスホテル久留
米

産学民連携テクノセンター テクノネット久留米

11 九州沖縄地区高専技術振興会サミットin KURUME 済 10月19日（土）
九州沖縄高専技術振興会
会員
150名

久留米シティプラザ 産学民連携テクノセンター
各高専技術振興会
第 5ブロック ブロック 研究推進ボード
高専機構研究推進・産学連携

12 産総研九州センター一般公開 済 6月29日（土） 一般市民等
産業技術総合研究
所九州センター

南山准教授（機械工学科）
ロボットコンテスト部

国立研究開発法人産業技術総合研究所九州セン
ター

13 Ｄｒ．ブンブン（子ども科学部） 済 11月10日（日） 一般市民等/20名
久留米シティプラザ

東町公園
ほとめき通り商店街

黒木教授（制御情報工学科）
Ｄｒ．ブンブン実行委員会
株式会社ハイマート久留米

14 えーるピア親子科学教室 済 8月2日（金）
久留米市小学生及び父兄
／20名

えーるぴあ久留米 渡邊准教授（生物応用化学科） 久留米市生涯学習センター

15 ふれあい理工学展 済 11月10日（日）
一般市民等
200名

えーるぴあ久留米
機械工学科、生物応用化学科、一
般科目（理科系）、総務係

久留米生涯学習推進市民協会、
久留米市子ども会連合会、
久留米市、久留米市教育委員会

16 ワークショップコレクション in 福岡 2020 対応中
令和2年3月14日（土）、15
日（日）

一般市民等
九州大学伊都キャン
パス

教育研究支援センター
NPO法人CANVAS
株式会社グッデイ

令和元年度　産学民連携テクノセンター活動予定・実績
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17
小中学生向け公開講座
「化学への招待　―楽しい生物・化学教室－」

済 8月9日(金)
小学5・6年生、中学1・2年
生／25名

久留米高専
生物応用化学科教員
教育研究支援センター職員

（後援）久留米学術研究都市づくり推進協議会(予定）

18
中学生向け公開講座
「青銅鏡を作製しよう！」

済 8月10日(土) 中学生／13名 久留米高専
材料システム工学科教員
教育研究支援センター職員

（共催)日本金属学会九州支部
（後援)日本鉄鋼協会九州支部
（後援）日本鋳造工学会九州支部
（後援）久留米学術研究都市づくり推進協議会（予定）

19
中学生向け公開講座
「ソーラーカーを作ろう！」 済 8月19日（月） 中学生／15名 久留米高専 機械工学科教員 （後援）日本機械学会九州支部

20
中学生向け公開講座
「IchigoJamを使ったIoT入門」

済 8月24日(土) 中学生／8名 久留米高専 制御情報工学科教員

（後援）久留米学術研究都市づくり推進協議会
（後援）久留米市教育委員会
（後援）鳥栖市教育委員会
いずれも予定

21
中学生向け公開講座
「あなたも一日サイエンティスト（数学講座）」

済 9月7日(土) 中学生／19名 久留米高専 一般科目理科系教員 (後援)久留米学術研究都市づくり推進協議会(予定）

22
中学生向け公開講座
「エレクトロニクススクール　ライントレースカーを作ろう」

予定 3月25日（水） 中学1,2年／20名 久留米高専 電気電子工学科教員
(共催)九州パワーアカデミー
(後援)久留米学術研究都市づくり推進協議会(予定）

23 JGMAギヤカレッジ（歯車技術講座）「基礎実習」 済 9月5日（木）、9月6日（金） 社会人／28名 久留米高専
石丸教授、和泉教授（機械工学
科）、教育研究支援センター

日本歯車工業会

24 第7回ゴムの実践技術講座（実習） 済
8月27日(火）～30日（金）
28日（水）は豪雨により中止

社会人・学生／5名 久留米高専
渡邊准教授（生物応用化学科）
教育研究支援センター

日本ゴム協会九州支部

25
社会人向け公開講座
「3D-CAD基礎講座」

済
8月29日（木）
28日（水）は豪雨により中止

社会人／18名 久留米高専 機械工学科教員
（主催）久留米高専
（共催）日本機械学会九州支部
（共催）日本設計工学会九州支部

26
社会人向け公開講座
「3D-CAD/CAE（材料力学)講座」

済 11月28日(木) 社会人／8名 久留米高専 機械工学科教員
（主催）久留米高専
（共催）日本機械学会九州支部
（共催）日本設計工学会九州支部

27
社会人向け公開講座
「3D-CAD/CAE(熱流体)講座」

予定 12月11日（水） 社会人／2名 久留米高専 機械工学科教員
（主催）久留米高専
（共催）日本機械学会九州支部
（共催）日本設計工学会九州支部
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九州・沖縄地区高等専門学校
日本弁理士会九州支部
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29 高専ハカセ塾 対応中 6月8日（土）～3月7日（土） 小中学生 久留米高専他 産学民連携テクノセンター ＪＳＴ・有明高専
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NO+B4:
M12

学科等 講座名 開講日時 開講場所 募集対象及び定員 受講料 申込期間
必要経費
（実行額）

必要経費
（見込額）

H31見込額 H30実績 備　　考

1 機械

社会人向け公開講座
「3D-CAD基礎講座」

8月28日（水）、29日（木）
10:00～16:00
（受付開始9:30）
⇒大雨の影響により28日は
中止。

図書館　2階　L3教室 社会人（一般企業及び工業高校
教員）及び日本設計工学会・日
本機械学会会員　20名
⇒参加者18名

大雨の影響により1日中
止となったため7,400円か
ら6,400円に変更。

7月16日（火）
～8月1日（木）

2 機械

社会人向け公開講座
「3D-CAD/CAE（材料力学)
講座」

11月28日(木)
10:00～16:00
（受付開始9:30）

図書館　2階　L3教室および
L1教室

社会人（一般企業及び工業高校
教員）及び日本設計工学会・日
本機械学会会員　20名
⇒参加者8名

6,400円 10月15日（火）
～11月1日（金）

3 機械

社会人向け公開講座
「3D-CAD/CAE(熱流体)講
座」

12月11日（水）
10:00～16:00
（受付開始9:30）

図書館　2階　L3教室 社会人（一般企業及び工業高校
教員）及び日本設計工学会・日
本機械学会会員　20名
⇒参加者2名

6,400円 10月15日（火）
～11月1日（金）

4 機械

中学生向け公開講座
「ソーラーカーを作ろう！」

8月19日(月)
9:30～16:30
（受付開始9:00）

久留米工業高等専門学校 機
械要素設計実験室

中学生　16名
⇒参加者15名

無料
（別途、参加者負担によ
る民間保険に加入させる
ことを希望）

7月1日（月）
～7月19日（金）

5 電気

中学生向け公開講座
「エレクトロニクススクール　ラ
イントレースカーを作ろう」

H32年3月25日（水）
10:00～17:00
（受付開始9:30）

電気電子・制御情報工学科
棟３階　総合実験室
ものづくり教育センター　電気
機器・自然エネルギー実験室

中学1・2年生　20名 無料
（別途、参加者負担によ
る民間保険に加入させる
ことを希望）

H32年2月17日（月）
～2月27日（木）
FAXまたは郵送
応募者多数の場合は抽
選

6 制御

中学生向け公開講座
「IchigoJamを使ったIoT入門」

8月24日（土）
10:00～15:00
（受付開始9:30）

メカトロ二クスデザイン室 中学生　10名
⇒参加者8名

無料 7月1日（月）
～7月19日（金）

7 生化

小中学生向け公開講座
「化学への招待　―楽しい生
物・化学教室－」

8月9日（金）
14:00～17:00
（受付開始13:30）

生物応用化学科棟　　C１教
室
生物化学実験棟

小学5・6年生、中学1・2年生  25
名
⇒参加者25名

無料 7月1日（月）
～7月19日（金）

8 材料

中学生向け公開講座
「青銅鏡を作製しよう！」

8月10日（土）
10:00～16:00
（受付開始9:30）

機械材料工学科棟3F材料評
価実験室
材料実習棟材料工学実験室
鋳造実習室

中学生　15名
⇒参加者13名

無料
（別途、参加者負担によ
る民間保険に加入させる
ことを希望）

7月1日（月）
～7月19日（金）

9
一般
理科

中学生向け公開講座
「あなたも一日サイエンティス
ト（数学講座）」

9月7日（土）
10:00～15:00
（受付開始9:30）

産学民連携テクノセンターT2
教室

中学生　20名
⇒参加者19名

無料 7月1日（月）
～7月19日（金）

令和元年度公開講座計画表

令和元年12月3日現在

計画的に実施

令和元年 月 日 金12 13 ( ) 令和元年度 外部評価委員会 中武テクノセンター長 100
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B-1-③地域貢献活動等の実績や活動参加者等の満足度
等から判断して、目的に沿った活動の成果が認め
られるか。

(1)学校が設定した地域貢献活動等の目的等に照らし
て、成果が認められるか。

久留米市内５大学等連携によ
る「オープンキャンパス～学生
によるこども向け講座～」に出
展 11月23日(土)
・・・久留米高専のブースにもた
くさんの親子連れに来場

面白実験の効果もあってか
ブースには常に人が訪れ大盛
況・・・ 本校HPより

「第２４回マナビィランド」に出展
11月10日(日)
・・・小中学生を中心とした一般
市民に、理工学への関心を深
めてもらうことを目的として「ふ
れあい理工学展」と題して毎年
出展 理工学に興味・関心を持
つ多くの小中学生が集まる・・・
本校HPより

令和元年度 第１３回「高専ハカ
セ塾」を開催 11月3日(日)
・・・各学科それぞれの特徴を生
かした内容に、みんな興味津々
の様子でした。 本校HPより

101
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B-1-④地域貢献活動等に関する問題点を把握し、改善を
図っていくための体制が整備され、機能しているか。

(1)観点Ｂ－１－③で把握した成果を基に問題点等を
把握し、それを改善に結び付けるための体制を整備し
ているか。

大学・高専・研究機関との連携
・イベントへの参加
・コンソーシアム久留米

地域社会との連携
・テクノネット久留米

地域の教育機関との連携
・科学技術展示・イベント等への参加
・こども工作教室

(ものづくり支援活動)

社会人教育、人材育成講座
・企業等対象公開講座・技術セミナー等

各種団体の知的財産支援
・日本弁理士会九州支部

小中理科教育
・高専ハカセ塾 102
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「地域貢献活動等の状況」について

（選択的評価Ｂ）

目的の達成状況の判断

目的の達成状況が非常に優れている

令和元年 月 日 金12 13 ( ) 令和元年度 外部評価委員会 中武テクノセンター長
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